
明海大学浦安キャンパス 2101講義室
2102講義室、およびフロア
〒279-8550　千葉県浦安市明海1丁目2月12日

2017年度において、明海大学の学生や教職員等が実施した小中高等学校に対する支援に関する
実施状況について紹介するとともに、その成果と課題などについて広く地元関係者・関係機関等とともに
共通理解を図り、併せて本学の今後の地域支援の在り方を探るシンポジウムを開催致します。

「大学と地域連携の未来」
シンポジウム 学校教育の充実のための

大学における支援の在り方について

［月・振替休日］
13:00 -16:30

［開場 12:30~］
開催日 場所

定員

200名
（先着順）

主催： 明海大学教職課程センター・地域学校教育センター
後援： 東京都教育委員会・浦安市教育委員会・足立区教育委員会・時事通信社出版局

 ・ 足立区において実施された小中学校の児童生徒や教員に対する英語
教育の向上に関する取組や浦安市の教員に対する研修等について、実
際の活動を行った本学教員や学生等がその具体的な取組を紹介します。

※分科会は第1、第2のどちらかのみのご出席となります。

 ・ 都立高校において実施された日本語を母語としない生徒に対する日
本語指導支援について、実際の活動を行った本学学生等と高校生が
その具体的な取組を紹介します。

※分科会は第1、第2のどちらかのみのご出席となります。

第2分科会※　英語教育支援第1分科会※　日本語指導支援

12:30　 開場

13:00　 開会

13:10～ 基調講演 

「今求められる大学の地域支援の在り方と
その方向性について」
文部科学省初等中等教育局国際教育課課長補佐 桜井　康仁 氏
文部科学省初等中等教育局教科調査官　 直山木綿子 氏

14:00～ 第1分科会　第2分科会

PROGRAM

14:00～  活動報告 
・ 授業改善の指導及び生徒意識調査報告
 足立区立連携中学校

・明海大学あけみ英語村 ― 小学生異文化交流プロジェクト―
 足立区立西新井小学校

・本学留学生と小中学生との交流会
 足立区立第五中学校、足立区立竹の塚中学校、足立区立入谷南中学校、
 足立区立西保木間小学校

・ 足立区民対象生涯学習講座（英語）

・ 東京都立葛西南高等学校「校内寺子屋」学習支援
・ 浦安市小学校教員研修会

14:50～  ポスターセッション／休憩

15:20～  パネルディスカッション 
「今後の英語教育の在り方を見据えて、
大学の学校教育の支援の可能性を探る」
パネリスト： 文部科学省初等中等教育局教科調査官
  直山木綿子 氏 

  学校関係者、本学教員、本学留学生、
  児童・生徒、コーディネーター

14:00～  活動報告 
・ 日本語指導支援 
 東京都立飛鳥高等学校、東京都立竹台高等学校、東京都立南葛飾高等学校

・ 大学と高校との交流会
 東京都立田柄高等学校、東京都立南葛飾高等学校

・ 教員研修会
 東京都立飛鳥高等学校、東京都立田柄高等学校、東京都立竹台高等学校、
 東京都立南葛飾高等学校

14:50～  ポスターセッション／休憩

15:20～  パネルディスカッション 
「今後の日本語教育の在り方を見据えて、
大学の学校教育の支援の可能性を探る」
パネリスト： お茶の水女子大学
  大学院人間文化創成科学研究科准教授
  西川　朋美 氏
  学校関係者、本学教員、本学学生、
  児童・生徒、コーディネーター

14:50～ ポスターセッション　内容
足立区英語教育支援、足立区民対象生涯学習講座（日本語・英語）、明海大
学あけみ英語村、留学生と足立区小中学生との交流会（足立区立第五中学校、
足立区立竹の塚中学校、足立区立入谷南中学校、足立区立西保木間小学校）、
生徒学習意識調査、東京都立葛西南高等学校「校内寺子屋」学習支援、日本
語指導支援（東京都立飛鳥高等学校・東京都立竹台高等学校・東京都立南葛
飾高等学校）、日本語指導教員研修会（東京都立飛鳥高等学校・東京都立田
柄高等学校・東京都立竹台高等学校・東京都立南葛飾高等学校）、日本語指
導に関する本学学生と高校生との交流会（東京都立田柄高等学校・東京都立
南葛飾高等学校）、浦安市立小学校教員研修会、浦安市美浜南小学校学習支援、
浦安市立小学校中国語翻訳支援、教職課程センター・地域学校教育センター

16:30 閉会

分 科 会
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1  本日のプログラム 
 13:00   開会  挨拶 明海大学学長  安井 利一  

 13:10〜 基調講演 

  「今求められる大学の地域支援の在り方とその方向性について」  

            文部科学省初等中等教育局国際教育課課長補佐 桜井 康仁 氏 

            文部科学省初等中等教育局教科調査官        直山木綿子 氏 

  司会      外国語学部准教授                            樋口 倫子  

 

第 1 分科会 「日本語指導支援」 

14:00〜 活動報告 

（1）日本語指導支援  

    東京都立飛鳥高等学校、東京都立竹台高等学校、東京都立南葛飾高等学校  

（2）大学と高校との交流会  

    東京都立田柄高等学校、東京都立南葛飾高等学校  

（3）教員研修会  

   東京都立飛鳥高等学校、東京都立田柄高等学校、東京都立竹台高等学校、 東京都立南葛飾 

    高等学校  

14:50〜 ポスターセッション・休憩 

15:20〜 パネルディスカッション 

 「今後の日本語教育の在り方を見据えて、 大学の学校教育の支援の可能性を探る 」  

      学識経験者       お茶の水女子大学 

                       大学院人間文化創成科学研究科准教授  西川 朋美 氏 

     学校関係者        東京都立南葛飾高等学校校長  渡邊 範道 氏 

     本学教員         外国語学部日本語学科教授   中川 仁 

                 外国語学部日本語学科教授    木山 三佳 

     本学大学院学生  大学院応用言語学研究科博士前期課程  　高柳 奈月 

    コーディネーター          外国語学部教授        大池 公紀 

                               外国語学部日本語学科専任講師 田鍋 桂子 

     司会                     複言語・複文化教育センター助教　山岸 宏明 

 

第 2 分科会 「英語教育支援」 

14:00〜 活動報告 

（1）足立区立連携中学校授業改善支援 

（2）足立区立英語教育重点支援中学校生徒意識調査報告 
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（3）明海大学あけみ英語村 ―小学生異文化交流プロジェクト―  

      足立区立西新井小学校  

（4）本学留学生と小中学生との交流会     足立区立竹の塚中学校 他 

（5）足立区民対象生涯学習講座(日本語)   

（6）足立区民対象生涯学習講座(英語)     

（7）東京都教育委員会施策「校内寺子屋」支援 東京都立葛西南高等学校 

（8）浦安市小学校教員英語指導研修会 

14:50〜 ポスターセッション・休憩 

15:20〜 パネルディスカッション 

 「今後の英語教育の在り方を見据えて、大学の学校教育の支援の可能性を探る」  

     文部科学省初等中等教育局教科調査官               直山木綿子 氏 

     教育委員会・学校関係者  足立区教育委員会学力定着対策室 

                                学力定着推進課長             森　　太一 氏 

                 足立区立竹の塚中学校長      茜谷佳世子 氏 

    東京都立葛西南高等学校長                             坂本 純一 氏 

    本学教員         教職課程センター・地域学校教育センター准教授   

                                                            百瀬 美帆 

                 教職課程センター・地域学校教育センター准教授   

                                                             金子 義隆 

    本学学生                 外国語学部英米語学科 4 年      小関 聖翔 

    本学留学生               ホスピタリティ・ツーリズム学部 

ホスピタリティ・ツーリズム学科 2 年 

ミール・メヘック 

     コーディネーター       副学長・外国語学部教授    高野 敬三 

     司会                     大学院応用言語学研究科博士前期課程 

                                                             青木 孝徳 

ポスターセッション 資料 

 

東京都立高等学校教育連携事業①日本語指導支援  東京都立高等学校３校、②日本語指導教員研修会支援 東京都

立高等学校４校、国際理解教育支援(交流会) 東京都高等学校２校、足立区英語教育支援①足立区立中学校授業改

善②足立区立中学校 意識調査報告、③明海大学あけみ英語村―小学生異文化交流プロジェクト―、④足立区立中

学校国際理解教育支援（交流会）、⑤足立区民対象生涯学習講座(日本語)、⑥足立区民対象生涯学習講座(英語)東

京都教育委員会施策「校内寺子屋」支援 東京都立葛西南高等学校、浦安市教育委員会主催小学校教員研修会、浦

安市立小学校中国語翻訳支援 浦安市立北部小学校、浦安市立小学校補完的学習支援 浦安市立美浜南小学校、教

職課程センターの歩み、地域学校教育センターの歩み、2017 年ニューズレターNO１〜８号   

抄録内 「2 プログラム」ページ挿入「ポスターセッション」項目 

東京都立高等学校教育連携事業①日本語指導支援  東京都立高等学校３校、②日本語指導教員研修会支援、③東京

都立高等学校４校、国際理解教育支援(交流会) 東京都高等学校２校、足立区英語教育支援①足立区立中学校授業

改善②足立区立中学校 意識調査報告、③明海大学あけみ英語村―小学生異文化交流プロジェクト―、④足立区立

中学校国際理解教育支援（交流会）、⑤足立区民対象生涯学習講座(日本語)、⑥足立区民対象生涯学習講座(英語)

＊東京都教育委員会施策「校内寺子屋」支援 東京都立葛西南高等学校、＊浦安市教育委員会主催小学校教員研修

会、＊浦安市立小学校中国語翻訳支援 浦安市立北部小学校、＊浦安市立小学校補完的学習支援 浦安市立美浜南

小学校、＊教職課程・地域学校教育センターの歩み   
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2  基調講演 

「今求められる大学の地域支援の在り方とその方向性について」  

                    文部科学省初等中等教育局国際教育課課長補佐 桜井 康仁 氏 

                    文部科学省初等中等教育局教科調査官        直山木綿子 氏 

 

MEMO 

MEMO

4



3-1．第 1 分科会 パネルディスカッション（日本語指導支援） 

「今後の日本語教育の在り方を見据えて、 大学の学校教育の支援の可能性を探る 」 

         

      学識経験者       お茶の水女子大学 

                       大学院人間文化創成科学研究科准教授    西川 朋美 氏 

     学校関係者        東京都立南葛飾高等学校校長    渡邊 範道 氏 

     本学教員         外国語学部日本語学科教授       中川 仁 

                 外国語学部日本語学科教授        木山 三佳 

     本学大学院学生  大学院応用言語学研究科博士前期課程   高柳 奈月 

    コーディネーター         外国語学部教授            大池 公紀 

                              外国語学部日本語学科専任講師     田鍋 桂子 

     司会                    複言語・複文化教育センター助教   山岸 宏明 

 

 

 

 

3-2．第 2 分科会 パネルディスカッション（英語教育支援） 

「今後の英語教育の在り方を見据えて、大学の学校教育の支援の可能性を探る」  

     文部科学省初等中等教育局教科調査官                    直山木綿子 氏 

     教育委員会・学校関係者  足立区教育委員会学力定着対策室 

                                学力定着推進課長               森  太一 氏 

                 足立区立竹の塚中学校長        茜谷佳世子 氏 

    東京都立葛西南高等学校長                               坂本 純一 氏 

    本学教員         教職課程センター・地域学校教育センター准教授 

                                                              百瀬 美帆 

                 教職課程センター・地域学校教育センター准教授 

                                                               金子 義隆 

    本学学生                 外国語学部英米語学科 4 年        小関 聖翔 

    本学留学生               ホスピタリティ・ツーリズム学部 

ホスピタリティ・ツーリズム学科 2 年 

ミール・メヘック 

     コーディネーター       副学長・外国語学部教授      高野 敬三 

     司会                     大学院応用言語学研究科博士前期課程 

                                                               青木 孝徳 
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1．はじめに 

東京都立高等学校3校で日本語指導が必要な外国

人生徒に対して、外国語学部日本語学科および応用

言語学研究科の学生が日本語指導支援を行った。 

2．実施の様子 

（1）東京都立飛鳥高等学校全日制課程 

①前学期(夏休み含む)21回、後学期14回、各2時間、

合計70時間  

②指導対象生徒数（初級6名、初中級7名、中級6名）

指導支援参加大学生数13名 

③総合教科書を用いた文法、語彙、読解 

 

（2）東京都立飛鳥高等学校定時制課程 

①前学期5回、後学期5回、各2時間合計20時間 

②指導対象生徒数31名指導支援参加大学生数9名 

③前学期：総合教科書を用いた文法・語彙・読解 

後学期：読解 

 

（3）東京都立南葛飾高等学校 

① 前学期(夏休み含む)20回、後学期17回、各2時間

合計74時間 

② 指導対象生徒数 24名、指導支援参加大学生数

17名（外国語学部日本語学科） 

③ 総合教科書を用いた文法、語彙、読解 

 

（4）東京都立竹台高等学校 

① 前学期3回、後学期3回、各1時間合計6時間 

② 指導対象生徒数15 名(初級5名、中級5名、上級5

名) 指導支援参加大学生数：10名 

③ コミュニケーション講座 

 

3．担当教員の感想 

(1) 東京都立飛鳥高等学校 

全日制 副校長 小山 克之 先生 

東京都立飛鳥高等学校は東京都教育委員会より

「東京グローバル10」の指定を受けており、国際理

解教育の推進を本校の教育目標の1つとしています。 

 在京外国人生徒対象の入学者選抜をしており、日

本語指導を必要とする生徒が、毎年20名以上入学し

ます。そのため、学校設定科目「日本語」を設定し、

日本語指導を行っていますが、細かなニュアンスを

日本語指導支援報告 
    実施時期 2017年4月1日～  

    報告者  木山 三佳（外国語学部日本語学科教授） 

① 日本語指導支援
実施時期　2017年4月1日〜
報 告 者　木山　三佳（外国語学部日本語学科教授）

報 　 告　荷見　美有　枝常　姫香（東京都立飛鳥高等学校）

　　　　　富田遼太郎　鈴木　瞭太（東京都立南葛飾高等学校）

　　　　　岩谷　瑠莉　岡部　智華（東京都立竹台高等学校）

4. 活動報告 (1) 東京都立高等学校教育連携事業
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勘違いする生徒もまだ多くいる現状です。明海大学

に日本語指導の協力をお願いし、きめ細やかに指導

してもらい着実に成果を上げています。 

 

全日制課程 主幹教諭 杉谷 英樹 先生 

月2～3回、明海大学による「学ぼう日本語」をテキ

ストとして日本語講座を実施しています。本文の重

要な文型と表現や関連表現についての練習問題をた

くさん考え、「話す」と「書く」の応用練習を約2時

間の講座で勉強しています。生徒の机は講師の先生

のすぐ前で、生徒から質問があればすぐに先生に聞

ける距離の近さです。講座中は、それぞれの生徒が

活発に質問しています。先生からも生徒を指名して

回答させたり、双方向のコミュニケーションがとれ

た日本語講座です。生徒から大変好評なので、でき

るだけ多くの生徒に参加してほしいと思います。 

 

定時制課程 副校長 小窪 昇 先生 

本校は、外国にルーツをもつ生徒が約50％在籍して

おり、そのほとんどが日本語教育を必要とする生徒

である。明海大学による日本語講座を実施して2年目

を迎えた。昨年度は年度途中のスタートでもあり、

参加者が少なかったが、今年度は対象生徒30名中、

コンスタントに25名が参加している。能力別に3つの

グループに分かれ、真剣味ある中にも笑顔が溢れ、

楽しく学習している。日本語理解を深めさせ、将来

は母国と日本を橋渡しすることのできるグローバル

な人間を育成したい。 

 

（2）東京都立南葛飾高等学校 

校長 渡邊 範道 先生 

 本年1月の教育連携に関する協定締結から約1年

間、締結前の取組みをより発展させ、相互に連携を

深めながら取り組みを進めてまいりました。基本と

なる週2回の日本語指導支援及び長期休業中の集中

講義の他にも、年2回の教員向け研修会、明海大生を

本校に招いての交流会など、年間を通じて実に多く

の御支援・御指導をいただきました。 

 来年度は、在京生が進路実現を図る一年となりま

す。「あたらしい南葛」は、今後とも、明海大学から

の御支援を生かしながら、生徒たちの第一希望進路

実現を図っていきます。 

 

在京外国人生徒担当教諭 楠 瑠奈 先生 

本校在京外国人生徒の1年生全員と2年生の希望者を

対象に、週2回、生徒の日本語のレベルに合わせて4

グループに分かれ日本語を御指導いただいています。

また、夏季休業中には、7日間の集中講座も実施して

いただきました。 

 日本語を学ぶだけでなく、学習の仕方や日本の生

活習慣等についてもアドバイスしていただいており

学校生活に活かされています。生徒たちにとっては

親しみやすい「お兄さん」「お姉さん」に教えていた

だけるのでとても楽しく学んでいるようです。 

 

（3）東京都立竹台高等学校  

副校長  藤田 稔 先生 

「語彙力の不足、聴解や読解力の不足」など日本

語を母語としない生徒達の言語力を高めるために、

楽しく学べる活動を通して、日本語の支援をしてく

ださった明海大学の学生の皆様には大変感謝してお

ります。生徒達も真剣に取り組んでおりました。ま

た、本校での明海大学教授による日本語指導法研修

では、「日本語学習歴の段階的実状、言葉の理解に必

要な語彙・表現の程度」などを教えていただき、指

導のポイントを習得しました。 

 

主幹教諭 箱田 薫 先生 

明海大学の学生の皆様に本校生徒を御指導いただ

く「日本語コミュニケーション講座」も4回目を迎え

ました。参加した生徒の楽しげな笑い声が印象に残

る講座で、普段接している友達や教員、或いは本校

で行っている放課後日本語教室の指導員とも異なる、

少し年上の大学生の皆様と日本語を介して接するこ

との意義を改めて感じております。様々な工夫を凝

らして授業に臨んでくださった学生の皆様並びに関

係の皆様、有難うございました。 

 

4．今後の課題 

指導方法の改善に活かすために指導効果を調べる

ことや生徒の日本語学習に対する動機づけの持続や

喚起の方策をたてることなどが、今後の課題である。 
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1．はじめに 

 明海大学では、都立高等学校4校との連携協定に

基づき、在京外国人生徒等の指導に関する校内研修

を各高等学校で昨年度から継続的に行っている。 

 今年度は4校において合計5回の研修を行った。 

 

2．研修の内容と今年度の実施状況 

 1）「授業に活かす日本語教育」    

担当：木山 三佳 

 外国人生徒等に対する授業を担当する場合、日常

的会話能力（BICS）に比べ認知的学習言語能力（CALP）

は習得に時間がかかることを知った上で、認知能力

と言語能力の二重の課題を抱えて授業に参加してい

る生徒を支え上げる方策を考えることが必要である。

授業の展開方法としては、教科教育の典型的な授業

展開を基本とし、認知的発達に応じた体験や探求、

発信といった学習活動として組み直すJSLカリキュ

ラムが参考になる。また、日本語教育で行われる語

彙、発音、談話、文法などの指導法を取り入れ、正

確性や適切性の向上を意識することも教科学習の進

行を保障するために大切である。授業で使える指導

法を紹介した。 

 実施日は、6月21日、竹台高等学校、6月30日、飛

鳥高等学校、7月3日南葛飾高等学校、10月11日、田

柄高等学校であった。 

 

 2）「やさしい日本語-実践編1-基礎語彙の観点か

らのやさしい日本語を考える-」 担当：田鍋 桂子 

 日本人の言語生活上で必要とされる語彙は、使用

範囲の広さと使用頻度の高さである程度客観的に抽

出することができるが、唯一絶対の基礎語彙は抽出 

不可能である。近年、災害に対応するための「やさ

しい日本語」が提唱されており、日本語を母語とし

ない生徒への指導にも役立てることができる。 

 今回はニュースについて、大学生が「やさしく」

書き直した記事とNHKの“NEWS WEB EASY”の記事を

比較しながら、日本人母語話者が見落としがちな語

彙の問題点を紹介した。 

実施日は11月22日、南葛飾高等学校である。 

 

 
 

3.参加された先生方の感想 

東京都立南葛飾高等学校  

 副校長 倉持 佳正 先生 

 今年度は7月と11月の2回にわたり教員向けの校

内研修を実施しました。7月には、外国語学部教授の

木山三佳先生をお招きして、「授業に生かす日本語教

育」をテーマに実施しました。JSL（Japanese as a 

Second Language）の生徒が、どのようにして日本語

での授業を理解しているかを解説していただきまし

た。また、11月には、田鍋桂子先生をお招きして「や

さしい日本語」をテーマに実施しました。生徒の知

っている語彙の量で日本語理解の段階が決まってく

るという内容でした。2つの研修ともに、日常会話が

できるだけではなく、かなりの語彙を習得していな

いと授業内容の理解につながらないということを教

えていただきました。今後の在京生徒への日本語指

導について示唆に富む内容でした。             

校内研修 
    実施時期 2017年6月21日、30日、7月3日、10月11日、11月22日 

    発表者  田鍋桂子* 木山三佳** 

（＊外国語学部日本語学科講師、＊＊同大学同学部同学科教授、） 

② 校内研修
実施時期　2017年 6月21日、30日、7月3日、10月11日、 
　　　　　　　　 11月22日

発 表 者　田鍋桂子＊、木山三佳＊＊（＊外国語学部日本語学科講師、＊＊同学部同学科教授）

4. 活動報告 (1) 東京都立高等学校教育連携事業
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  主幹教諭 小林 雅博 先生 

日本語を母国語としない生徒に対しての、適切な

支援について考える良い機会となりました。我々が

海外旅行に必要な外国語を学ぶのと、母国語ではな

い言語で様々な学問を学ぶのとでは、大きな違いを

感じました。まずは、生徒にとって障壁となってい

る部分を理解することが大切であると認識できまし

た。また、多少レベルが高くとも、日本人と同じ高

等学校の教材を用いて、そこから必要な言語を学ば

せる学習プロセスも必要であることがわかりました。

在京外国人を受け入れて2年が経ちますが、彼らの日

本語の習得の速さには驚かされています。 

 

東京都立田柄高等学校  

 日本語校内研修企画立案：教務部研修担当教諭  

英語科 伊藤 聖子 先生 

去る10月11日、田柄高校で第2回目となる「日本語

に関する校内研修」を行いました。昨年度にもまし

て具体的で実践的な内容でご講義いただきました。

明日の授業からすぐに使える事例や教材の紹介をし

ていただきました。研修会が終わったあとも質問が

ある教員は残って木山先生に相談したり、教材の使

い方などについて個別に教えていただきました。木

山教授におかれましては、2回目のご来校ということ

もあり、田柄高校の教育内容や独自の雰囲気などに

ついて理解が深く、大変参考になるお話ばかりでし

た。講義のみならず、演習も織り交ぜていただきあ

っという間の80分でした。田柄高校には30%の外国に

ルーツをもつ生徒が在籍しており、どの教員も授業

の展開に悩みを抱えているので、外国につながる生

徒がつまずきやすい個所や指導の具体的なポイント

を教えていただいたことは大変ありがたかったです。

今後も明海大学とは連携し相互に交流を深めること

で、生徒に還元していきます。 

課題としては、教員の参加が17名であったので、日

程の時期を考えたり、時間に工夫をしたりして一人

でも多くの参加を求めていきます。 

 来年度以降も日本語指導に関する研修会を引き

続き実施し、日本語運用能力に課題の多い生徒にわ

かりやすい授業をめざして研究と修養に励みます。 

 

国語科 教諭 佐々木 木綿子 先生 

 10月11日に、本校で日本語教育に関する校内研修

が行われた。ここでは、非母語話者にまず教えるべ

きサバイバル日本語の具体的な内容や、非母語話者

に日本語を話す際は短文にして語尾を「ます」で統

一すること、1回の授業で教えるのは1つの内容に絞

ることなど、かなり具体的な実践方法をご教授いた

だいた。また、生徒のレベルに即した各テキストも

ご紹介くださり、限られた時間ではあったものの、

かなり充実した研修となった。 

 国語科 日本語担当 主任教諭 小西 悦子 先生 

木山先生の「授業に活かす日本語教育」では、生

活場面を設定し、簡単で頻度の高いサバイバル日本

語を身につけさせること、絵やカードなどの視聴覚

教材で、質問しながら生徒理解度を確認していくこ

と、簡単な語彙を使って単文で指示や指導をするこ

と等、実践的な方法論に基づくご講義でした。ディ

クトグロスの演習では、文法・語彙・表記を向上さ

せる学習法で、私たちも集中しなければ言葉を聞き

取れないということを体験しました。 

 

4．今後の課題 

 今後は、現場の具体的な指導でのフィードバック

および、本学で行なっている日本語支援とも関連性

を持たせながら、現場の先生方が、体系的な知識を

得ながら、より実際の指導に役立つ実践的な内容を

提示できるよう、カリキュラムの整備をはかりたい。 

《主要参考文献》 

川上郁雄・ 池上摩希子・ 齋藤ひろみ・  石井恵理

子・野山広(2009)『「移動する子どもたち」のことば

の教育を創造する―ESL 教育と JSL 教育の共振 (シ

リーズ多文化・多言語主義の現在)』 

文部科学省(2016）「 学校における外国人児童生徒等

に対する教育支援の充実方策について（報告）」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/06/__ic

sFiles/afieldfile/2016/06/28/1373387_02.pdf 

（2017年6月1日取得） 

弘前大学「やさしい日本語」ホームページ 

http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJ3mokuji.htm 

(2017年12月30日確認) 
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1．はじめに 

 明海大学では、2016年以来都立高等学校4校との連携

協定に基づき本学学生及び留学生と高等学校生徒との

交流会を実施している。2017年度は2校との交流会を行

なった。昨年度から継続的に行っている。 

2．東京都立田柄高等学校との交流事業 

(1) 実施内容 

 ① 日時 2017年7月12日（水）14:00〜16:30 

 ② 本学参加留学生 15名 

 ③ 参加生徒 一学年生徒＋国際交流委員会生徒 

 ④ 6時間目 1学年5クラス 各3名訪問 

    放課後  交流懇親会（会議室）  

(2) 参加生徒の言葉 

 1年 小林 菜乃 さん 

 この田柄に来てくださった留学生の人たちと様々

な国や日本の学校の違いを話すことができて、とて

もよかったです。また留学生が来てくださるのが楽

しみです。 

 1年 臼杵 恵理子 さん 

 3人の外国の方がクラスに来てくださり、それぞれ

の国や地域のことについて聞いたり、彼ら自身がど

のように日本で奮闘しているのかを聞いて、とても

いい経験になりました。今後、このような経験をた

くさんして生かしていきたいと思います。 

 (3) 担当教員からのメッセージ 

 総務部主任 主任教諭 堀内 明子 さん 

 明海大学留学生15名が全5クラスに別れ交流会

が始まり、出身国のことや日本に来た目的などの

テーマに沿って本校生徒にもわかりやすくお話

をしてくださいました。生徒たちが興味深そうに

お話を聞いている姿が印象的でした。授業終了後

の交流会においては、飛び込み参加を含め33名の

国際交流委員の生徒が留学生と交流し大変な盛

り上がりでした。とても貴重な体験をありがとう

ございました。 

 連携担当 総務部 主任教諭 谷藤 康 先生 

 今年度は7月12日(水)、6校時に1年各クラスと

の交流会、放課後本校国際交流委員1年生徒と約1

時間懇談会を実施した。今期1学年(37期生)は敢

えて混合クラス編成とし(2学年から普通科・外国

文化の2コースに分かれる)、全クラスに在京外国

人枠応募生徒を配し、全員が日常的に多文化交流

を体験するように代えたが、この効果が存分に発

揮され、各クラスで留学生と同じ母国語を語る生

国際理解教育支援報告（交流会） 
    実施時期 東京都立田柄高等学校  2017年 ７月12日 

                  東京都立南葛飾高等学校 2017年12月18日 

    発表者  大池公紀 （外国語学部教授、） 

③ 国際理解教育支援
実施時期　東京都立田柄高等学校　　 2017年　7月12日 
　　　　　東京都立南葛飾高等学校 　2017年 12月18日
発 表 者　大池公紀（外国語学部教授）

報 　 告　枝常姫香（外国語学部日本語学科）

4. 活動報告 (1) 東京都立高等学校教育連携事業
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徒たちが中心となって活発な交流が展開し、共に

有意義な時間を送ることができた。 

3．東京都立南葛飾高等学校との交流事業 

 (1) 実施内容 

  ①2017年12月18日（月）14:00〜16:20 

  ②本学参加学生及び留学生 10名 

  ③参加生徒 在京外国人生徒14名 

 ④茶道体験  →  交流懇親会 

(2) 参加生徒の言葉 

１年 高  子明 くん 

 交流会では、今回はじめて茶道を体験しました。

明海大学の茶道部の方に、茶道の礼儀を教えてもら

い、とてもたのしかったです。南葛飾高校の茶道部

のお手前で、お菓子を食べ、お茶を飲みました。と

てもおいしかったです。そのあと、学生の方と僕た

ちで、自分の趣味や学校生活、授業のことなどを話

して交流しました。とてもたのしかったです。                           

１年 于 欣 さん 

 初めて明海大学の方との交流会に参加して、茶道

も初めて体験した。学生の方と一緒にゲームをして、

とてもおもしろかった。交流会に参加したことで、

大学に行くことが大切だとわかり、大学のことをよ

く考えるようになった。大学に行くために、今は日

本語の勉強が必要だとわかった。 

(3) 担当教員からのメッセージ 

副校長 倉持 佳正 先生 

 12月18日に実施した明海大学学生10名と本校在京

外国人生徒14名との交流会はたいへん実のあるもの

でした。昨年度は、雑煮・たこ焼きつくりと懇談で

したが、今年度は、茶道体験と大学生活の懇談を中

心に行いました。明海大学茶道部員のわかりやすい

作法の説明によって、茶道の作法だけでなく、日本

文化の大切な精神をも教えていただきました。また、

学生の方々からいただいた大学生活のお話は、実体

験に基づく様々な有意義な内容で、生徒たちの進路

意識の明確化に大いに役立ち、かつ、希望を与えて

いただいたと思います。今後は、生徒たちが日本語

学習や大学進学への意欲を高め、努力することを期

待しています。当日お越しいただいた学生の皆様、

本当にありがとうございました。次回は、生徒たち

を新浦安キャンパスの見学に行かせたいと思います

のでよろしくお願いいたします。 

担当教諭 楠 瑠奈 先生 

 12月18日に、明海大学の学生10名に御来校いただ

き、本校在京外国人生徒14名との交流会を実施しま

した。茶道体験では、明海大学茶道部員の方に作法

を説明いただいた後、本校茶道部員のお点前で歓待

しました。みな真剣に、かつ楽しく茶道の作法を学

びました。在京生徒にとっては初めての茶道でした

が、学生の方々に声をかけていただき楽しく体験で

きたようです。そのあと、学生の方々から大学生活

の様子をお話しいただき、大学生活へのイメージを

もつことができたようです。今回の交流会を通して、

日々の日本語学習への意欲も高まったようで、感謝

いたします。 

4．交流を終了して 

 参加生徒・学生の笑顔を見るとこの交流会の意義

の大きさを実感する。学校現場では2020年オリパラ

以降を見据えて国際理解教育をどのような方法で展

開するかが課題であり、苦悩している。明海大学の

この方法が1つの提案となることを確信する。 
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はじめに 

足立区と連携協定を締結した2016年度より、足立区

の英語教育重点支援校に指定されている中学校に対

して本学の研究・教育資源を生かした英語教育支援を

おこなっている。今年度で2年目の取組みである。各校

には月に2度訪問することを基本として、各校の実情に

合わせて大学教員が専門的視点からの授業改善への

助言を行った。定期的に訪問した中学校は、5校である。

以下に、それぞれの学校で行った支援について簡潔

に記した。 

足立区立竹の塚中学校への支援の取組み 

１．はじめに 

主に二つの支援事業に取り組んだ。一つ目は、「授

業と補習支援」である。二つ目は、「本学留学生との交

流事業」である。 

2．授業と補習支援 

①目的：竹の塚中学校の英語科教員3名が足立スタン

ダードに基づいた授業及びより効果的な補習・家庭

学習を行えるために必要な支援を行う。 

②具体策：月2回の定期訪問による授業観察と教科部

会支援 

③内容：英語科教員3名の授業を観察し、教科指導員と

連携して教科部会で授業に対するフィードバックおよ

び授業展開や補習・家庭学習に対してのアドバイス

を行った。竹の塚中学校では、教科書を何度も学習

する「ラウンドシステム」という教授法を今年度より取り

入れた。この新しい取り組みは3名の教員にとって初

めての試みであり、試行錯誤しながら授業に取り組ん

でいる。英語のインプットを十分に理解してインテイク

に変え、それをアウトプットにつなげていく仕組みを

作ることがねらいである。このシステムの課題の一つ

は評価法である。パフォーマンステストを入れること

が授業と評価の一体化につながる。生徒は個人で、

家庭で英語を話す練習をしなくてはならない。この練

習がウォッシュバック効果を引き出し、英語力向上と

自分の英語に対する自信へとつなげることができる。 

3．本学留学生と生徒の交流会 

①主なねらいは、本学留学生の持つ文化や生活習慣、

価値観などの多様性に触れ、小中学生に異文化を

理解し尊重する態度を育んでもらうこと、世界共通語

とされている英語が、人との繋がりの輪を広げるツー

ルであることを児童生徒が理解するとともに、英語で

留学生と伝え合うことで、英語でコミュニケーションす

る楽しさを体験することである。 

②日程：2018年2月1日（木） 

③場所：足立区立西保木間小学校及び足立区立竹の

塚中学校両校の体育館 

4．学校の感想 

本校は昨年度から引き続き、留学生との交流を中心

に置いた取組みを行っています。今年度は中学校1年

生に加え、連携校である西保木間小学校6年生の児童

も一緒に交流会を行いました。金子准教授には地域性

や児童・生徒の実態等を把握していただきながら、本

校と大学を結ぶ太いパイプ役として相談をさせていた

だきました。生徒の英語力向上に向けて、今後も教員

の授業改善と指導力向上につながる連携事業を計画

的に実施していきたいと思います。 

（足立区立竹の塚中学校 校長 茜谷佳世子 先生） 

5．今後の支援事業 

連携をより強化するために教員一人一人の課題を明

確にし、生徒の実態と変容などを共有しながら支援策

を考えていきたい。 

足立区中学校授業改善支援 
期間 2017年４月～2018年３月  

 基礎学力重点校       竹の塚中学校       訪問回数 １３回 

 小中連携校         入谷南中学校       訪問回数 １３回 

第五中学校        訪問回数 １２回  

 ４技能の総合的育成校    第十中学校        訪問回数 １３回 

千寿青葉中学校      訪問回数 １２回 

① 区立中学校英語授業改善支援
期　間　2017年4月〜 2018年3月
基礎学力重点校　　　　　竹の塚中学校　　　訪問回数　13回 
小中連携校　　　　　　　入谷南中学校　　　訪問回数　13回 
　　　　　　　　　　　　第五中学校　　　　訪問回数　12回 
4技能の総合的育成校　　 第十中学校　　　　訪問回数　13回
　　　　　　　　　　　　千寿青葉中学校　　訪問回数　12回
発表者：百瀬美帆（教職課程センター准教授）、金子義隆（教職課程センター准教授）

4. 活動報告 (2) 足立区教育支援
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足立区立入谷南中学校への支援の取組み 

１． はじめに 

二つの支援事業に取り組んだ。一つ目は、「授業と

補習支援」である。二つ目は、「本学留学生との交流事

業」である。 

２． 授業と補習支援 

①目的：入谷南中学校の英語科の若手教員3名が足立

スタンダードに基づいた授業及びより効果的な補

習・家庭学習を行えるために必要な支援を行う。 

②具体策：月2回の定期訪問による授業観察と教科部

会支援 

③内容：英語科の若手教員3名の授業を観察し、教科

指導員と連携したりして授業に対するフィードバック

および授業展開や補習・家庭学習に対してのアドバ

イスを行った。3人の教員はそれぞれ自分自身に対

して抱いている課題が違っていた。そのため、授業

を観察した後に教員が抱える個人の課題をもとに、

課題解決のためのアドバイスを行った。その後の授

業でそれぞれの教員がアドバイスを生かし、指導力

の向上につながっていた。 

④教員からの声（一部抜粋） 

 ・授業見学をしていただいた中で、学習効果を高める

宿題の取り組ませ方やペアワークにおけるやり取り

のポイントなどをご指導いただきました。また、生徒

の発表（スピーチ）の際には、生徒へも直接ご指導を

いただきました。学術的観点から的を得たアドバイス

であり、生徒、教員ともどもとても参考になりました。 

（星正行 主任教諭） 

 ・授業や評価を行う上で迷っていることを相談させて

いただけて、いつも助かります。アドバイスも最新の

研究に基づくもので、とても参考になります。先日は

定期テストにおけるライティングの出題方法と評価に

ついて、アドバイスをいただきました。特に評価に関

しては、大きく Accuracy と Fluency とに分けて考える

べきだということ、どちらにも同程度の重みをおくべ

きだということを教えて頂きました。スピーキングテス

トについても、生徒の様子をご覧いただいた上で改

善点を指摘していただきました。 （宇内祐子 教諭） 

 ・教材研究、授業改善について日頃考えていることを

相談した際、助言をくださったり理論について 

教えてくださったり、丁寧に対応してくださった。 

（島田拓 教諭） 

3．本学留学生と生徒の交流会 

①目的：1）授業で学んだことを【スピーチ・やり取り】とし

て実践する。2）多文化理解の本交流会を学習の意

欲を高める機会とする。 

②内容：明海大学からの留学生を招き、クラスごとのテ

ーマで交流する。（自己紹介等ですべて多文化理解

を含む）その後、体育館にて全体でクラス発表の学

習の共有をする。 

③詳細：グループ発表と懇談 

A) 生徒自己紹介（名札：英語）8分 

B) 留学生自己紹介（出身国の紹介等文化紹介含む）

4分 

C) 留学生への質問 4分 

D) 生徒発表  4分 

E) 留学生の感想や懇談 5分 

＊25分で1セット、留学生が移動し、3セット行う。 

：全体発表会  

・体育館で各クラス発表、共有、感想（各クラス学級委

員1人＋英語で感想1名＋留学生1人） 

・英語の歌（2曲「Sing」と「Let’s search for tomorrow」） 

④日程：2018年2月6日 

4．学校の感想 

 金子准教授には、今日的な英語教育の課題を踏まえ

た上で、4技能の指導方法やその評価方法についてご

指導をいただき、教員の授業改善意識が大いに高まり

ました。また、小学校の外国語活動との円滑な接続、定

期考査の出題方法、家庭学習の課題等、授業以外に

ついても具体的なご助言をいただき、即実践すること

ができました。2月の留学生交流会を本連携の集大成

とし、生徒の英語への興味や関心をさらに高める機会

としたいと考えております。 

（足立区立入谷南中学校 校長 遠藤哲也 先生） 

5．今後の支援事業 

各教員が抱いている課題について、さらに効果的な

支援を提供できるようにしていきたい。また。意識調査

の結果に基づいて、生徒及び授業の課題を明確にし

て具体的な支援につなげていきたい。 

（担当 金子義隆） 
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足立区立第五中学校 

1．はじめに 

同校は全校生徒280人、各学年3クラスで、英語授業

は2クラスを3展開、1クラスを2展開で少人数授業を行っ

ている。英語科教諭は3名であり、3年次教諭を含めた3

名がそれぞれ主担当学年の指導計画、ワークシート等

を作成している。 

2．授業の特徴 

2クラスを3展開の場合は1クラスが20人強で、語学の

授業としては望ましい人数である。担当者は全員に目

が行き届き、生徒個々の特色を把握しやすい。1クラス

2展開の場合にはさらに少人数となるので、教師と生徒

の間の信頼感が構築しやすいといえる。 

4月から10月までは、ALT1名がほぼ毎日勤務してお

り、パフォーマンステスト時の協力体制がよく出来上が

っている。第五中学校に配置されていた ALT は来日

前に自国フィリピンで小学校教諭として勤務していた経

験があり、特に学びの速度が遅い生徒たちへの対応

に長けていた。またパフォーマンステストにおけるサポ

ート力も優れていいた。 

3．現状と課題 

3名の教員で3クラス展開を指導しているため、教員

の出張、休暇が出た場合には、もとの2クラスまたは1ク

ラスに戻して、各クラスの授業進度を確認しながら授業

を進めざるをえない。授業開始時に、進度の確認や教

材の補充でかなりの時間が割かれてしまうことがある。 

4．授業改善のための助言 

3名の先生方には経験年数に差があり、個性も異な

っていることから、訪問時には50分間通して1授業を参

観して、個々の課題に応じた改善のための助言を行っ

た。1学年の授業は、帯活動での日付、曜日、天気など

を聞く活動から始まるが、足立区内全小学校で行われ

ている外国語活動においても同様の会話が繰り返し行

われていることを考慮すれば、定番のオウム返し的な

活動ではなく、生徒自身の創造性を刺激する帯活動が

できるはずである。2年生、3年生では、知識を教え込

むことに重点が置かれがちなので、知識の獲得が生徒

の自律的な学習活動からなされる具体的な工夫を提

案した。 

 

5．校長 平塚喜宏 先生 感想 

今年度から、明海大学との連携事業に取り組ませて

いただきましたが、百瀬准教授を中心に、普段の授業

改善や小学校の外国語活動との連携等において、

様々なご指導、ご助言をいただき、教員の資質・能力

の向上にとても役立っています。 

6．第五中学校英語科教諭の感想(一部抜粋) 

3学年主担当 上尾栄美子 主任教諭  

授業展開のステージごとに効果的な指導が行われ

た点と、改善すべき点を明確にしていただきました。特

に生徒の掌握に関して、良い評価をいただけたことが

自信につながりました。また文法指導に関して、生徒同

士で法則を考えさせるグループワークを取り入れること

もご提案いただき、自分の指導法の幅を広げ改善して

いく道筋を示していただきました。  

2学年主担当 窪田雅江 主任教諭  

1年生帯活動 Bingo のスピードアップをすることで流

れがとても良くなり、帯時間の短縮が図れました。2年

生の Oral Interaction の目的は、生徒が即興で話す力

の育成なのに、教師先導で本文を言えるようにさせる

本文暗記の活動になっていたことを指摘していただき

ました。 

1学年主担当教諭 清水優廷 教諭  

2つのことを学びました。1つ目は、授業における

ALT との連携方法です。ALT の話す内容を日本語に

訳すのではなく、日本人教師が生徒たちにも理解しや

すい簡単な英語を用いて説明することによって、ALT

の話す英語の良さを崩すことなく、生徒たちに英語を

聞かせる状況を作ることができました。2つ目は、授業

開始の挨拶から終わりまで、スムーズな流れで指導す

る方法です。帯活動から導入、導入から展開にかけて、

単元に合わせた具体的な発問の方法を学び、現在の

指導に生かすことができています。 

7．今後の課題 

1年時より活発に発言する生徒が多く、小学校にお

ける外国語活動の効果がうかがえる。今後は小中連携

校としての「指導のつながり」を研究し、小学校で経験

したコミュニケーションを図ることの喜び、すなわち生徒

自身の内発的な動機づけができる指導方法を提案し

たい。 
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足立区立第十中学校 

1．はじめに 

同校は足立区英語指導重点校の指定を受けており、

学校をあげて英語教育を推進する環境が整っている。

全校生徒495人、各学年5クラスで、英語授業は2クラス

を3展開で少人数習熟度別授業を行っている。英語科

教諭は50代から20代の各年齢層1名ずつの4名に加え

て20代臨時任用教諭1名である。教科全体でCAN-DO 

LIST 形式による到達目標やシラバス等を共有し、毎週

1回の教科会議で教員間の情報交換を行うことになっ

ている。 

1，2年生の全クラスでデジタル教科書が使われてお

り、ほとんどの教室に短焦点型のプロジェクターが設置

されている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

昼休みの全校放送を利用して、週に2度 “English 

Time”が設定されている。日本人教員と ALT が各学年

で学んだ表現等を織り交ぜた台本を作成して、番組全

体を英語で進めている。この他にも全校規模の英語ス

ピーチコンテストを開催するなど、授業外でも生徒が英

語に触れる機会を与えている。 

2．授業の特徴 

単元ごとにクラス担当者が変わるので、指導計画通

りに授業を進めることが最優先である。各単元の終わり

に、音読テスト、インタビューテストが設定されているの

で、生徒たちは明確なゴールに向けて努力することが

できる。1，2年生の帯活動として NHK 基礎英語 LEAD

が活用されている。教科書の内容または文法項目に合

わせたリスニング題材を用いて、生徒のリスニング力向

上を目指している。 

 デジタル教科書使用のために機材が整っているので、

独自のパワーポイントスライドを作成して授業の活性化

を図っている教員もいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．現状と課題 

 単元ごとに指導者が変わることについては、利点、不

利点の両方が見いだされた。単元計画にそった指導

が行われるべきであることは当然であるが、指導法自

体は教員個々に任されているので、進度にばらつきが

生じ、結果として1時間の授業内でのつながりが悪い場

面も見られた。 

 教科書本文の理解、帯活動のリスニング教材の理解

のほとんどが和訳によって行われている。中学校にお

ける基本語彙の習得には母語の介在が必要ではある

が、全文和訳を書くことを習慣づけてしまうことや、リス

ニング活動の目的の明確化については、今後改善の

余地があると思われる。 

4．授業改善のための助言と今後の課題 

 先生方は学級経営、行事運営、部活動指導等に時

間を割かれ、研修時間を取ることが難しいと考えられた

ので、差し迫る新学習指導要領施行に向けて、次の点

を改善すべきと提案した。今後教科会議で取り上げら

れることを期待する。 

（１） 和訳から脱却すること。 

←少しずつ実行されはじめた。 

（２） 教師が「教える」時間を生徒が「活動を

通して考え、学ぶ時間」に移行すること。 

←考えさせる活動を先生自身が考えるよ 

うになった。（写真2参照） 

（３） パワーポイントスライド等の共有化 

←時間をかけて作成したスライドやワークシ

ートは学年共通教材とし、教科全体の資源

とする。 

 

 

写真2 オリジナルスライドを活用した文法演習 

 
写真1 デジタル教科書の利用 
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足立区立千寿青葉中学校 

1．はじめに  

同校は平成15年に2校が統合して開校された比較的

新しい学校である。外部講師を招いてのキャリア教育

が推進され、校内にはこれまで講演した実業家、芸術

家らから生徒に贈られたメッセージ色紙が飾られており、

中学時代から実社会への展望が開かれていると感じら

れる。全校生徒368人、1,3学年4クラス、2学年3クラスで、

英語授業は1，3年は2クラスを3展開、2学年は2クラス3

展開、1クラスを2展開で少人数習熟度別授業を行って

いる。英語科教員は主任教諭2名、教諭1名、非常勤講

師1名の計4名である。3名の教諭がそれぞれにワーク

シート等を作成している。 

2．授業の特徴と改善への手がかり 

教諭3名は経験年数や研修経験に大きな違いがあり、

授業にはその個性が大きく反映されている。 

1学年主担当者は初任で ICT 活用に関心が高い。2

学年主担当者は東京都のアメリカ派遣に参加後、スピ

ーキング力にますます磨きがかかってきた。3学年主担

当者はベテランらしく落ち着いた授業で生徒との信頼

関係が構築されている。 

授業参観を繰り返すうちにそれぞれの先生方が直

面する課題が明確になり、授業改善についての話し合

いは教科指導員を交えた三者面談の形式となった。授

業以外の業務で多忙を極める先生方が研修時間を捻

出できたのは、管理職、教科指導員の協力に負うとこ

ろが大きく、助言者と助言を受ける側とのラポールが構

築された。これが後のパフォーマンステストへ改善への

助走となった。 

それぞれの先生方へのアドバイスを1点ずつ記す。 

1学年主担当者へのアドバイス 

ICT 活用は現状では学校としての実施環境が整わ

ないが、その不便さを理解した上で利用していかなけ

ればならない。機材の設置等で貴重な授業時間を割く

ことがないように、授業開始前から準備を始める習慣を

つけることが大切である。 

2学年主担当者へのアドバイス 

英語によるコミュニケーション能力が高いことが活用

されている楽しい授業であるので、生徒も引き付けられ

るが、「本時のゴール」を絞り込むことが必要である。 

3学年主担当者へのアドバイス 

 生徒との信頼関係が構築されているのだからこそ、生

徒の可能性を信じて、生徒自身が考え行動する授業を

工夫すべきである。 

3．パフォーマンステストの改善 

 同校では、昨年度にもスピーキングテストは行われて

いたが、テスト方法、評価規準についての教員間の共

通理解が図られていなかった。そこで、明海大学との

連携を機にパフォーマンステストについての基本概念

を学び、公正な評価につながるテスト作成を目指すこ

ととなった。 

（１） 各学年の原案提示 

 後期に行うパフォーマンステスト原案を夏季休業中に

学年担当者が作成し、8月31日に提案された。 

 3学年ともに、テストで「何を評価したいのか」が不明

確であること、評価基準があいまいであることを指摘し

た。また、「指導してきたことに対して生徒がどこまで到

達できたのかを測るテスト」を工夫するように助言した。

1学年テストを例にあげる。 

1学年原案（生徒に配布する告知文）から抜粋 

テストの内容 

Part A  他者紹介を20秒で行います。 

時間内にたくさんの情報を伝えてください。 

 Part B  面接官から質問を3つ聞かれます。 

質問されたことについて答えてください。 

  Question 1: Part A での他者紹介に対応する質問 

         （does を使った質問） 

 Question 2: Part A での他者紹介に対応する質問 

         (be 動詞を使った質問) 

 Question 3: Part A での他者紹介に対応する質問 

         （一般動詞を使った質問） 

 

 評価項目 

① 文法事項（3人称単数現在形）を正しく使い、 

他者紹介ができたか。 

② 発音は正確か。 

③ いろいろな情報を伝えているか。 

④ 積極的にコミュニケーションをとろうとしてい 

るか。 （アイコンタクト・表情など） 
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（2）改善のための助言 

評価項目①について生徒が “She singS songs very 

well.”と答えた場合、3単元の s 音が明確に発音される

ことの不自然さを指摘した。このパフォーマンステスト

で評価したい生徒の到達目標は何かを担当教諭に確

認したところ、作成時の迷いが解消され、「友人につい

てのいろいろな情報を、聞き手に伝わるように話すこと

ができる。」ことを評価するテストに改善された。 

また3単元の使用を含む文法事項については、ライ

ティングにより評価すべきと提案した。 

 評価項目④については、どのような表情で話すことを

指導してきたのかを確認した。「指導してきたことを評

価する。」という基本を繰り返し確認した。 

（3）改善案の成果 

指摘した点を改善してパフォーマンステストを実施し

た結果、3学年とも「相手に伝わる英語であるか（正確

さ）」「積極的に伝えようとしているか（態度）」「制限時間

いっぱいまで話せたか（情報量）」をそれぞれの学年に

応じた表現でルーブリックに記述し、生徒に示すことが

できた。3学年を貫く評価方法の基本概念が構築され

たことで、生徒たちはどのクラスでも、どの学年でも、同

じ規準で評価されることとなり、テストとしての精度が上

がるだけでなく、生徒自身の内的動機付けにつながる

と期待される。 

4．授業外での支援 

夏休みを利用した補習授業をサポートする学習支援

ボランティアとして、本学外国語学部英米語学科4年生

大塚桃加さんが2年生の英語学習を支援した。感想は

以下の通りである。 

「初対面で、生徒個々の学力や性格を把握すること

ができていなかったので、どうのように教えればいいの

か悩みました。しかし、どの生徒も素直で、一生懸命に

私の説明を理解して苦手を克服しようとしている姿に感

心しました。生徒から感謝の言葉をかけてもらい、とて

も嬉しかったです。機会があればまた行きたいです。」 

5．校長 鈴木幸雄 先生 感想 

本校では足立区英語教育重点支援校として、英語

科教員の指導力向上による授業改善をめざし、とくに

パフォーマンステストの充実を図ることを課題としてい

る。百瀬美帆准教授には月1回～2回の授業観察から、

改善策を指導いただいた。パフォーマンステストでは

取組方法や評価方法等の改善が図られており、主体

的に英語の学びに向かう力が向上してきたと感じてい

る。今後、その検証をするとともに、足立区内の中学校

に成果を発信したいと考えている。 

6．千寿青葉中学校英語科教諭の感想 

3学年主担当 三矢美奈子 主任教諭  

パフォーマンステストの採点基準の設定の仕方が生

徒にも分かりやすく工夫できた。授業の方向性がいろ

いろあることが分かり、挑戦して行こうという気持ちをも

った。 

2学年主担当 白倉里香 主任教諭 

授業の始めから終わりまでしっかり見て、コメントだけ

でなく改善点を具体的に教えていただけたことがよか

った。パフォーマンステストの評価方法についてご指

導いただいたことを今後教員間で情報共有して役立て

たい。 

1学年主担当 伊藤 由太 教諭  

パフォーマンステストの作成について、テスト形式か

ら評価方法まで指導していただいたので、完成度の高

いものができた。今まで教科の指導方法について教わ

る機会が少なかったので、今後授業改善できる。 

一方的な指導ではなく、現場を理解して私の話も聞

いてくださったことがよかった。 

教科専門員 鬼原 芳枝 先生 

中学校教員にとって、中学での指導が高校でどう役

立つのか、中学で何を指導すべきかに気づくことがで

きて、指摘はとても役立った。 

7．今後の課題 

教科内で「指導と評価の一体化」についての共通認

識が生まれた好機を逃さず、今後英語科がチームとし

て機能するための資源づくりを支援したい。パフォーマ

ンステストに関することばかりでなく、ICT を活用した創

造的な自主教材が作成されつつあるので、こうした知

的財産を個人のものとせず、学校全体で共有できる体

制作りをサポートしたい。 

 

 

（担当 百瀬美帆） 
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1 はじめに 

昨年度は、足立区が指定した英語教育重点支援校3

校に生徒意識調査を実施した。本年度は、質問項目

を一部改訂して、本年度の重点支援校全8校の全学年

の生徒（2488名）に意識調査を実施した。 

2 調査概要 

  1．調査対象校 

① 千寿青葉中学校（337名） 

② 第五中学校（253名） 

③ 第十中学校（464名） 

④ 東島根中学校（278名） 

⑤ 竹の塚中学校（196名） 

⑥ 西新井中学校（568名） 

⑦ 入谷中学校（97名） 

⑧ 入谷南中学校（295名） 

2．調査時期：2017年10-11月 

3．調査方法： 

学校通しの質問紙による自記式調査 

4．調査カテゴリー（計100問） 

① 小学校での英語授業について 

② 中学校での英語授業について 

③ 英語学習全般について 

④ 英語学習動機について 

 

3 結果と分析（一部抜粋） 

質問：英語は得意ですか、苦手ですか。 

分析：「得意」「やや得意」の回答の合計は44％であ

る。一方「苦手」と感じる生徒が合わせて56％いる。

「苦手」と感じている生徒が「得意」と感じている

生徒より12％多く、過半数以上を占めている。 

質問：授業中、次のようなことはありますか。 

分析：「本文の音読」や「本文の読解」、「リスニン

グ」、「基本文の繰り返し練習」が授業で頻繁に行わ

れている。インプット活動とインプットをインテイ

クに変える活動が中心である。アウトプット活動と

して「ペアやグループワークでコミュニケーション」

もよく行われている。 

質問：授業以外ではどのような英語の勉強をしてい

ますか。 

平成 29年度足立区英語教育重点支援校 

生徒意識調査 
期間 2017年10月・11月実施  報告 金子義隆（教職課程センター 准教授） 

苦手
30％

やや苦手
26％

やや得意
30％

得意
14％

好きではない
18％

わからない
5％

どちらか
というと

好きではない
18％

どちらか
というと
好き
28％

好き
29％

② 区立英語教育重点支援中学校生徒意識調査報告
発表者：金子義隆（教職課程センター　准教授）

4. 活動報告 (2) 足立区教育支援
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1 はじめに 

昨年度は、足立区が指定した英語教育重点支援校3

校に生徒意識調査を実施した。本年度は、質問項目

を一部改訂して、本年度の重点支援校全8校の全学年

の生徒（2488名）に意識調査を実施した。 

2 調査概要 

  1．調査対象校 

① 千寿青葉中学校（337名） 

② 第五中学校（253名） 

③ 第十中学校（464名） 

④ 東島根中学校（278名） 

⑤ 竹の塚中学校（196名） 

⑥ 西新井中学校（568名） 

⑦ 入谷中学校（97名） 

⑧ 入谷南中学校（295名） 

2．調査時期：2017年10-11月 

3．調査方法： 

学校通しの質問紙による自記式調査 

4．調査カテゴリー（計100問） 

① 小学校での英語授業について 

② 中学校での英語授業について 

③ 英語学習全般について 

④ 英語学習動機について 

 

3 結果と分析（一部抜粋） 

質問：英語は得意ですか、苦手ですか。 

分析：「得意」「やや得意」の回答の合計は44％であ

る。一方「苦手」と感じる生徒が合わせて56％いる。

「苦手」と感じている生徒が「得意」と感じている

生徒より12％多く、過半数以上を占めている。 

質問：授業中、次のようなことはありますか。 

分析：「本文の音読」や「本文の読解」、「リスニン

グ」、「基本文の繰り返し練習」が授業で頻繁に行わ

れている。インプット活動とインプットをインテイ

クに変える活動が中心である。アウトプット活動と

して「ペアやグループワークでコミュニケーション」

もよく行われている。 

質問：授業以外ではどのような英語の勉強をしてい

ますか。 

平成 29年度足立区英語教育重点支援校 

生徒意識調査 
期間 2017年10月・11月実施  報告 金子義隆（教職課程センター 准教授） 

分析：家庭学習では、多くの生徒が学校から配られ

るワークシートやワークブックを活用していること

がわかる。また、本文をノートに写す活動や単語の

意味調べと練習、基本文の暗記もよく行われている。

それに続いて、本文を訳したり、音読したりしてい

る。また、半数以上の生徒が塾や習い事の宿題によ

く取り組んでいることがわかる。一方、英語の本を

読んだり、英語で映画を見たり、英語で日記を書く

など、「英語ラーナー」というより「英語ユーザー」

としての活動を行っている生徒も少数ながらいるこ

とがわかる。 

質問：授業以外で普段、週何日程度英語を学習しま

すか（塾や英会話、家庭教師なども含む）。 

分析：約半数は家庭で週1，2日英語の勉強をしてい

ることがわかる。それ以上勉強している生徒も30％

いる。一方、「テスト前だけ」と「ほとんどしない」

を合わせると25％となり4人に1人の計算となり、見

過ごせない数字である。そういう生徒には学習習慣

が欠如しているといえる。学習習慣の形成が急務で

あることが見えてくる。 

質問：授業以外では、1日平均どの程度英語を学習

しますか（塾や英会話、家庭教師なども含む）。 

分析：授業以外での学習時間に2極化が見られる。

つまり、勉強をしている生徒とそうでない生徒がは

っきり分かれていることが見えてくる。現状では、

勉強する生徒とそうでない生徒ではますます差が生

まれる傾向にあることがわかる。 

質問：学校以外でどのような英語の習い事をしてい

ますか。 

分析：約半数が塾に通っている。それ以外の習い

事を行っている生徒もいる。 

質問：英語は好きですか。 

分析：「好き」と「どちらかというと好き」を合わせ

ると57％である。約6割が英語に好意的である。先の

質問から「得意」と感じている生徒は5割に満たない

ことから、英語が「好きだけど不得意」と感じる生

徒がいることがわかる。 

質問：あなたが英語を好きになった時期はいつです

か。 

分析：英語が好きになる時期は、「中学入学前」と「中

1前半」が圧倒的に多い。英語の習い始めである「小

学校」と学校が変わり大きな変化を伴う「中1前半」

に英語が好きになる割合が大きい。つまり、生徒を

「主体的な英語の学習者」として長期的な視点で育

成するには、この時期が非常に大切であることが見

えてくる。この時期の学習体験がその後の学習意欲

苦手
30％

やや苦手
26％

やや得意
30％

得意
14％

好きではない
18％

わからない
5％

どちらか
というと
好きではない
18％

どちらか
というと
好き
28％

好き
29％
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に大きな影響を与えることが示唆されている。 

質問：あなたが英語を好きになった理由は何ですか。 

分析：好きになる理由として、一番大きな要因は「授

業」であることがわかる。「授業」が「楽しい」とか

「分かりやすい」と英語が好きになる大きな要因と

なるようである。また授業と関連してくるのが、「先

生」要因であり、大きな影響があることがわかる。

そして、「成績」要因も大きいことがわかる。英語の

「いい成績」と英語に対する好意度は関連している

ことがわかる。別な要因としては、「コミュニケーシ

ョン」である。英語を使って「コミュニケーション」

できることが英語好きに大きく関連している。この

ことからも、授業では英語を実際に使って「コミュ

ニケーション」する言語活動を中心に置き、生徒に

コミュニケーションの機会を多く設定することが英

語好きを増やすことにつながるのではないかと示唆

されている。 

質問：あなたが英語を好きでなくなった時期はいつ

ですか。 

分析：「英語好き」の観点からも論じたように、英語

に初めて遭遇する「小学校」は、その後の英語学習

に大きな影響を与えることがわかる。また、環境が

大きく変化する「中1前半」も大きな影響を与える大

切な時期であるといえる。多くの生徒の英語への好

意度はこの時期の影響が強い。 

質問：あなたが英語を好きでなくなった理由は何で

すか。 

分析：最大の理由は、「文法が難しい」からである。

次に、「テストでいい成績がとれない」からである。

さらに、「英単語の発音やスペルが難しい」からであ

る。この要因に共通しているものは「能力」である。

英語に対して「能力」があると感じれないことが原

因になっているといえる。つまり、英語に対して自

己効力感を抱くことができない生徒は「英語嫌い」

になる傾向にあることがわかる。その次に続く原因

も「授業が分からないから」や「発音が難しい」か

らである。これらも能力要因である。これらの結果

から、生徒は自己効力感を感じることができないと

否定的な気持ちを抱く傾向にあることがわかる。 

 

4 総括 

 今回の結果から、過半数以上が英語が好きである

ことが判明した。一方、英語を得意と感じる生徒は

それよりも少ない。つまり、「不得意だが好き」と感

じる生徒が少なからずいることがわかる。英語を好

きになる要因は「授業」「教員」「自己効力感」であ

ることがわかった。いかに授業を「分かりやすい」

ものにするか、生徒に「できる」体験をさせられる

かが大きなカギだといえる。また、初めて英語に触

れる「小学校」や環境が大きく変わる「中1前半」に

英語に対する意識に関して大きな影響があることを

わかった。このことに関して、学校現場はよく知っ

ておくべきである。 

5 今後の課題 

足立区教育委員会と連携してさらに分析を深めて、

今後の施策に活かしていきたい。そして、授業改善

への取組みに還元していきたい。 
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1．はじめに 
 2016年度に足立区教育委員会が示した「足立区

5か年計画」の5つの柱のひとつである「小学校英

語指導力向上研修」に関わる初事業として「明海

大学あけみ英語村」を開催した。 

 足立区立全小学校において「小学校外国語活動」

が行われているが、西新井小学校ではリーダー教

員を中心に特色ある外国語活動が実施されている。

日頃の活動の成果を検証する機会として明海大学

留学生との交流会が実現した。 

2．実施概要 

小学生1グループ（4名程度）に対し、外国人留学

生3名、日本人学生1名が行動を共にし、様々な活動

を行う。活動中の使用言語をできるだけ英語とする

ことで、小学生が外国語活動で聞いたり、話したり

したことがある表現を使う機会を提供した。 

3．日程 

（1）開村式：本学体育館 

① 自己紹介タイム 

② アイスブレイキング 動物形態模写 

（2）昼食・自由遊び：芝生広場 

（3）アクティビティスタートセレモニー： 

2206講義室 

① 活動説明等 

② 明海大学吹奏楽部歓迎演奏等 

（4）アクティビティ体験 

※本学留学生・日本人学生と一緒に学内を移

動し、小学生全員が①～③のすべての活動 

を体験する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 外国人の先生による授業体験：MPPEC 

② 各国遊び体験：体育館 

③ 絵本読み聞かせ：ラーニングコモンズ 

（5）閉村式・記念品交換：2206講義室 
4．各活動の特徴と成果 
（1）開村式とアイスブレイキング活動 
  式典後に小学生の緊張を解くための活動を行

った。小学生3～4名と留学生2名日本人学生1～
2名が1グループを作り、パトリツィア・ハヤシ

教授、タイソン・ロード准教授の進行により、

英語で自己紹介、英語で呼ばれた動物の動きや

形態の真似を行った。大学生の上手なリードと

体を動かすことで小学生の緊張は一気にほぐれ、

大学生と手をつなぐ小学生もいた。 

（2）昼食と芝生遊び 
  アイスブレイキングで親交を深めたグループ

ごとに芝生広場で昼食をとった。その後小学生

企画の「ハンカチ落とし」などの遊びを通して、

グループ内の交流が一層進んだ。 
 

あけみ英語村 
実施概要 日 時 2017 年 11 月 4 日（木） 午前 10 時３０分から午後３時 
    場 所 明海大学浦安キャンパス 2206 講義室、体育館、芝生広場、 

ラーニングコモンズ 
     参加者 足立区立西新井小学校５年生３クラス 87 名、学校及び教育委員会関係 
         明海大学留学生 80 名（出身国 のべ 16 か国） 
         明海大学日本人学生約 50 名 

4. 活動報告

③ 明海大学あけみ英語村 
 　― 小学生異文化交流プロジェクト―
実施概要　日　時　2017年11月4日（木）　午前10時30分から午後3時 
場　　所　明海大学浦安キャンパス　2206講義室、体育館、芝生広場 
参 加 者　足立区立西新井小学校5年生3クラス　87名、学校及び教育委員会関係 
　　　　　明海大学留学生80名（出身国　のべ16か国） 
　　　　　明海大学日本人学生約50名
発 表 者　百瀬美帆＊　　　　報 告 者　ミール・メヘック＊＊

　　　　　（＊教職課程センター准教授、＊＊ホスピタリティ・ツーリズム学部ホスピタリティ・ツーリズム学科2年） 

(2) 足立区教育支援
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（3）外国人の先生による授業体験 
  MPPEC の英語ゾーン等を利用して、パトリ

ツィア・ハヤシ教授及びタイソン・ロード准教

授がそれぞれ「サンクスギビング・デー」にち

なんで、長方形、三角形、円形の紙を重ねて工

作の指導をした。小学生は図形と色に関わる単

語（rectangular, triangle, circle など）を聞い

たり話したりして活動した。 

（4）各国遊び 
  体育館を中国、韓国、マレーシア、フィリピ

ン、パキスタン、ウズベキスタン、ギリシャの

ゾーンに分け、それぞれの地域出身の留学生が

出身国の伝統的な遊びを小学生に紹介して一緒

に遊んだ。留学生が主体的に企画し小学生と積

極的に関わることができた。 
 
 
 
          
 
 
 
 
       パキスタンの遊び 
（5）絵本読み聞かせ 
  ラーニングコモンズを3か所に分け、「赤ずき

んちゃん-Little Red Riding Hood-」、「3匹のこ

ぶ た  -Three Little Pigs- 」「 浦 島 太 郎 
-Urashima Taro-」の3冊の絵本を英語で読み聞

かせた。留学生2人と英語教職1年の日本人学生1

名がチームを組み、表情豊かにそれぞれのスト

ーリーを演じながら英語で読み聞かせ、コンテ

ンツ中心の外国語活動を実現した。わかり易い

表現を選んで留学生の母国語でも読み、小学生

がその言葉を真似る試みもあった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．まとめと今後の課題 

  事後アンケートの結果は次の通りである。 

◇ 西新井小学校児童の事後アンケート結果 ◇ 

（一部抜粋） 

1 今回の遠足は楽しかったですか。 

① とても楽しかった  95% 

② 楽しかった         3% 

③ まあまあ楽しかった  2% 

2 留学生との交流を通して感じたこと。 

① 外国語をもっと勉強したいと思った。 78% 

② 外国に行ってみたいと思った。       60% 

③ 将来の仕事に外国語を生かしたいと思った。 

43% 

参加者が将来この経験を振り返った時、自分自 

身が世界の一員であることに気づくきっかけとな

ってくれていることを願う。 

 また受け入れ側の学生の73%が、「小学生をもて

なすのは楽しかった。」と回答したことは、大学側

にとって喜ばしい結果であった。 
（担当 百瀬美帆） 
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1 はじめに 

  明海大学と足立区との連携協定が締結された2016

年度には、足立区立竹の塚中学校1年生と明海大学留

学生との交流会が行われ、高評価を得た。これを受け

2017年度は交流中学校を第五中学校、竹の塚中学校、

入谷南中学校の3校に増やし、第五中学校が下記の目

標を掲げてその先陣を切った。 

（1）他国の文化やその国の人々のもつ生活習慣、価値

観などの多様性を理解し、それらを尊重する多文

化共生社会にふさわしい人権意識を育む。 

（2）世界共通語とされている英語を用いて、留学生とコ

ミュニケーションを図る体験を通して、英語が他国

の人々と繋がる手段となることを理解するとともに、

英語を話す楽しさを知る。 

2 第五中学校の英語授業 

 

 

 

 

 

 

 

  同校の英語科は主任教諭2名と3年次教諭1名の3名

で、2クラスを3展開、1クラスを2展開で少人数授業を行

っている。各学年に主担当者をおき、今回の交流対象

である3学年は上尾栄美子主任教諭が昨年度より学年

主任として教科指導ばかりでなく、生活全般について

も中心となって担当してきた。 

 少人数授業は習熟度別ではなく、各クラスの生徒た

ちの学びの速度はまちまちであるが、今回の交流にあ

たっては、全員が下書きを見ないで英語で自己紹介で

きるように指導されていた。また、修学旅行前に訪問地

等や生徒自身が興味をもった日本文化について調べ

る「調べ学習」を課してあり、グループごとに情報を持ち

寄り、グループプレゼンテーションができるように入念

に準備されていた。 

 上尾主任教諭は「個を大切にする指導力」に長けて

おり、生徒との信頼関係が構築されているので、英語

に対して苦手意識を持つ生徒でも楽しく授業に参加で

きる雰囲気がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     上尾主任教諭と担当クラスでの交流の様子 

3 日程 

（1）明海大学出発前準備  

 9:30   オリエンテーション 

 10:45 明海大学出発   

 12:00 足立区立第五中学校到着   

 12:35   給食  

 13:20 体育館入場 

 13:25 開会式  

 13:40   教室に移動 

 13:50  グループ交流会開始 

 15:10   閉会式 

 16:00 バス乗車後出発 

 17:00 明海大学到着  

足立区立 第五中学校交流会 
実施概要 日 時 2017年9月12日（火） 午前12時から午後４時 

     場 所 足立区立第五中学校 体育館・3年生１，２、３組教室 

      参加者 足立区立第五中学校3学年生徒  98名 

          明海大学留学生                  14名 

     明海大学教員                     6名 （うち２名はネイティブ教員） 

          足立区教育委員会関係者   

 

④ 区立中学校国際理解教育支援
実施概要　日　時　2017年9月12日（火）　午前12時から午後4時 
　　　　　場　所　足立区立第五中学校　体育館・3年生A、B、C組教室 
　　　　　参加者　足立区立第五中学校3学年生徒　 　98名 
　　　　　　　　　明海大学留学生                  　　　14名 
　　　　　　　　　明海大学教員            　　　　        6名 （うち2名はネイティブ教員） 
　　　　　　　　　足立区教育委員会関係者
　　　　　発表者　金子義隆＊　報告者　ライ・サントス＊＊

　　　　　（＊教職課程センター准教授、＊＊ホスピタリティ・ツーリズム学部ホスピタリティ・ツーリズム学科2年） 

4. 活動報告 (2) 足立区教育支援
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体育館に入場する留学生および教員 

 

 

 

 

 

（2） グループ交流内容と事前指導（※） 

 ◇ 各クラスを6グループに分け、1グループに1名の 

留学生または明海大学教員（ハヤシ教授・ロード准

教授）、さらに足立区小学校英語スーパーバイザ

ー1名が加わり次の手順で交流した。 

 ① 第五中学校生徒自己紹介 

 ② 留学生自己紹介 

※ 留学生の出身国や趣味などを記したメッセージ

カードを予め作成し、中学生が留学生の母国や

母語について事前調査できるようにする。 

 ③ 第五中学校生徒による日本文化紹介 

※ 修学旅行の事後指導として、京都や奈良の文化

について英語でまとめる。 

 ④ ③についての留学生との質疑応答 

 ⑤ 留学生により自国文化紹介 

 ⑥ ⑤について中学生との質疑応答 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ交流の様子 

 

 

4 第五中学校生徒事後アンケート結果 

（回答数98） 

※回答は「とても当てはまる-5」「当てはまる-4」「ど

ちらともいえない-3」「あまり当てはまらない-2」「ま

ったく当てはまらない-1」の5段階である。 

質問項目 

1．今回の交流会で留学生と英語でコミュニケーシ

ョンをするのは楽しかった。 

2．世界にはいろいろな文化があることを実感でき

た。 

3．世界のいろいろな国の人と交流するには英語

が必要だと感じた。 

4．留学生と英語でうまくコミュニケーションをとれ

た。 

5．もっと英語を話せるようになりたいと思った。 

6．英語学習をさらに頑張る気になった。 

7．このような交流会をまたやってほしい。 

 

問題 

5 4 3 2 1 

1 85 12 2 1 0 

2 86 11 3 0 0 

3 88 8 2 0 2 

4 32 35 22 6 5 

5 78 16 4 1 1 

6 64 24 11 1 0 

7 76 14 6 1 3 

                        (パーセント) 

 交流会を楽しいと感じて、今後の英語学習の動機

付けとなったことは読み取れるが、他の質問項目に

比べ、「英語でのコミュニケーションがうまく図れた

か」については、肯定的な回答率がやや低い。これ

は、日本人特有の謙虚な評価や、自己肯定感の低

さに起因するものかもしれない。しかしながら、アン

ケート用紙の余白に次のように記述した生徒がいた

ことは、関係者全員にとって喜ばしい事であった。 

「今日は本当に楽しかったです！こうやって実際に

英語がいかせる機会があるとやる気でます！今ま

でとまた少し自分が成長できました。」 

（担当  百瀬美帆） 

体育館に入場する留学生と明海大教員
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1ｐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 はじめに 

明海大学は足立区との教育連携事業の一部である

外国語教育に関する分野の支援の一連の活動として、

二回にわたり「親子で学ぶ楽しい日本語講座」を開

講し、日本語を母語としない足立区民を対象に日本

語による活動を実施した。 

足立区の外国人人口は27,417人で足立区総人口の

約4%程度であるが、23区のなかで新宿区、江戸川区

に次いで3番目に外国人が多い区である。（2017年1

月1日現在） 

今回の支援では学校や職場ではもちろん、日常生

活においてよく使用される初級文法の他に、日本語

モノリンガルにとっては簡単である語彙であっても、

学校や職場以外での日本語使用が少ないと想定され

る受講者にとっては難しい語彙になりかねない多義

動詞や和語動詞をとりあげ産出・運用練習する機会

を設けることとした。 

 

2 講座の概要 

講座の実施日は平成29年11月5日（日）と、同年12

月10日（日）の全2回で各日ともに1回90分間の講座、

実施会場は足立区勤労福祉会館、対象者は足立区立

小・中学校に通う日本語を母語としない児童生徒と

その保護者で応募者の主な母語は、   英語、韓国語、

タガログ語、中国語、ネパール語、ベトナム語、ロ

シア語であった。 

講師は明海大学外国語学部中川仁教授と木山三佳

教授の二名、参加した明海大学大学院の大学院生な

らび研究生と明海大学外国語学部ならびに経済学部

の学生ら11名は参加者のグループ内のアシスタン 

ト、または全体補助を担当した。また、今回のアシ

スタント担当は日本語以外を母語としているか、日

本語以外の言語を使って円滑にコミュニケーション

がとれるものとし、全体補助担当は日本語教育の現

場で経験があるものとした。 

 

3 実施の様子 

本講座は「親子で学ぶ楽しい日本語講座」という

名称にあるように、保護者も児童や生徒も楽しめる

日本語講座を目指した。 

（1）参考にした教材 

本講座で参考にした教材は、『マリアとケンのいっ

しょににほんご『学び』につながる16の活動』であ

る。この教材は日本語を母語としない子どもを対象

としており、主にごく初歩的・日常的な日本語を理

解している小学生向けのテキストである。 

 

しかし、今回の講座ではこのテキストの本文を読

んで、問題をやる、という手順では参加者である小

学生やその兄弟である幼稚園生にモチベーションを

維持させることは難しく講座が成立しないおそれが

あったり、保護者にとっても理解や産出が難しいと

される語彙なども含めたりしたいと考慮し、新たに

プリントを作成し講座で活用することとした。 

日本語指導支援報告 足立区生涯学習講座 
    実施時期 2017年11月5日、12月10日  

    発表者  龐 淼＊、土屋 真一＊＊
 

（＊大学院応用言語学研究科博士後期課程1年、 

                                                                                            ＊＊大学院応用言語学研究科博士前期課程2年） 

⑤ 区民対象生涯学習講座（日本語） 
実施時期　2017年11月5日、12月10日
発 表 者　龐　淼＊、土屋　真一＊＊ 

　　　　　　　　（＊大学院応用言語学研究科博士後期課程1年、＊＊同大学院応用言語学研究科博士前期課程2年）

4. 活動報告 (2) 足立区教育支援
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＜第一回講座使用プリント＞ 

（2）講座の展開 

第一回の講座はスライムの作成と作成過程のなか

で日本語の聞く、読む、書く、話すの4技能を駆使し、

動作の中やスライムを作成する過程から文型の導入

や出練習を実施した。主な作業内容としては、①色

水を作る、②色水に洗濯のりを混ぜる、③ホウシャ

水溶液を作り、2の洗濯のりをホウシャ水溶液に混ぜ

る。の三工程であるが、①～③の各工程の間には A

教師が見せながら説明⇒B 説明を勉強する⇒C 参加

者が実際に行うという順序で進行していった。 

 

第二回の講座では、最初に講座内で使用するであ

ろうと予測される語彙の導入とプリントによる産出

練習を行った。その後、学校にスライムが降ってき

たという場面設定したうえで、受講者が科学者にな

り、いかにすれば学校に降ったスライムを掃除でき

るか実験を通じて見つけるというタスクを与え、語

彙の運用を促した。また、講座の最後には受講者に

達成感を味わってもらうため、各家族による実験結

果の発表を行った。 

 

4 まとめにかえて 

本指導支援活動自体は二回のみであったものの、

受講者は児童や生徒、またその兄弟とその親と多岐 

にわたり、年齢差はもちろん日本語の学習期間や習

熟度にも差がある可能性があり、それぞれのニーズ

に対応するための配慮をした結果、準備には相当な

時間を要したが、受講者親子が楽しそうに会場を後

にする姿は講座を実施した側の励みとなった。 

また、スライムの作成や実験を通して参加した受

講者たちが日本語の理解や産出の機会を設けること

を第一の目的として支援を実施してきたが、講座当

日は親子での協働学習を生む機会を作る場所になっ

ていたり、同じ母語の留学生やかつては「外国にル

ーツをもつ子ども」として育った大学院生である講

座のアシスタントの存在が参加者にリラックスして

受講できる一要因になっていたりすることに気づか

された。 

学校や職場や普段の生活ではなかなか理解や産出

ができない語彙を習得する機会を設けることによっ

て、受講者たちの日本語の更なる向上に貢献できれ

ば、本講座に意義があったのではないかと考える。 

 

5 参考資料 

池田（三浦）香菜子（2017）「中国語を母語とするJSL生徒の

語彙力調査：小・中学校教科書で使われる多義動詞に着目

して」『日本語教育』166号pp93-107 

内海由美子・澤恩嬉（2013）「外国人の母親に対する読み書き

能力支援としてのエンパワーメント：幼稚園・保育園と連

携した主体的子育てを目指して」『日本語教育』155号

pp51-65 

東京都総務局統計部（2017）「住民基本台帳による東京都の世帯

と人口」http://www.toukei.metro.tokyo.jp/juukiy/2017/ 

jy17qf0001.pdf/（2017年12月27日閲覧） 

西川朋美・細野尚子・青木由香（2016）「日本生まれ・育ちの

JSL の子どもの和語動詞の産出：横断調査から示唆される

語彙力の「伸び」」『日本語教育』163号pp1-16 

横田淳子・小林幸江（2007）『マリアとケンのいっしょににほ

んご『学び』につながる16の活動』スリーエーネットワー

ク 
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1 はじめに 
 2017年1月に締結された明海大学と足立区との

連携協定には、児童・生徒への教科としての英語

教育支援ばかりでなく、区民の外国語学習活動の

支援も含まれている。特に2020年の東京オリンピ

ック・パラリンピック開催に向けて、東京都主催

の「外国人おもてなしボランティア養成講座」を

すでに受講した区民から同様の講座開設の要望が

あり、これに応じる形で「ブラッシュアップ講座」

が企画され、同時に英語初級者向けの講座も開催

された。両講座とも定員40名で、申込倍率は約1.4
倍であった。講師は両講座とも、明海大学MPPEC
のパトリツィア・ハヤシ教授とタイソン・ロード

准教授、地域学校教育センターから百瀬美帆准教

授が務めた。 
2．ブラッシュアップ講座 
 おもてなし講座修了者であるので受講者の英語

運用能力はかなり高く、2時間をほぼオールイング

リッシュで通すことができた。ペアやグループで

のウォームアップ活動においては、「伝えたいこと」

があるからこそ、伝達手段の英語が口をついて出

てくるという、コミュニケーションの原則を実践

して見せてくれた。また、おもてなし上級者の表

情は穏やかで、 
聞き手への配 
慮に溢れてい 
た事が印象的 
であった。 
 

3回目には、4人一組で足立区の魅力を外国人観

光客にPRするプレゼンテーションを行った。題材

として、足立区発行の “ADACHI CITY Newsletter”

を活用した。初対面のメンバーとの協同作業を行うこ

とで、新たな人間関係が構築されたり、各人の担当箇

所が宿題となったために、家庭でも英語にふれるきっ

かけを作ることができた。 

発表会では3人の講師と足立区教育委員会指導主

事が審査員を務め、発表内容に応じた次の賞（10賞

のうち3賞のみ紹介）を各グループに授与した。明海

大学からは全員に賞品が贈られた。 

 The Most Creative Information Award 

 The Excellent Delivery Award 

 The Team Work Award （写真のグループ） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

― 講座参加者アンケート結果（回答数32）－ 

総合評価 満足25人（78.1%）普通7人（21.9%） 

＜意見・感想(抜粋)＞ 

・区民の英語に力をいれてくれて感謝です！ 

・コミュニケーション中心で良かった。 

 

足立区民対象生涯学習講座（英語） 
 

ブラッシュアップ講座（全 3 回） 
11 月 12 日、19 日 12 月 17 日 すべて日曜日 13:30~15:30 

初級講座（全 5 回） 
11 月 12 日、19 日 12 月 17 日 1 月 14 日、28 日 すべて日曜日 10:00~12:00 

4. 活動報告

⑥ 区民対象生涯学習講座（英語） 
「外国人おもてなしボランティア」ブラッシュアップ講座（全3回）　 
　11月12日、19日　12月17日 すべて日曜日　13:30 〜 15:30 

大人のための英会話初級講座（全５回） 
　11月12日、19日　12月17日　1月14日、28日 すべて日曜日　10:00 〜 12:00

発 表 者　百瀬美帆（教職課程センター　准教授） 

(2) 足立区教育支援
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3．大人のための英会話初級講座 

 受講者間の英語学習経歴は様々だが、外国人と

話してみたい、外国に行った時に英語で書かれた

ものを読んでみたい等、何かしら実生活に根付い

た学習動機を持っていた。教材はすべてハヤシ教

授とロード准教授のオリジナルで、各回のトピッ

クと言語材料(一部)は次のように初級者にとって

無理のない語彙、構文を用いながら、内容として

は、大人の受講者の興味を引き付けるような本物

の場面が提示されている。例えば、第1回の「道案

内」では、単に紙面上で道案内を行うだけでなく、

北千住駅の路線図を見ながら、目的地に行くには

どの駅でどの路線に乗り換えるのかを説明する活

動があった。少々難しく思えたが、受講者自身が

買い物に行く場所や勤務地への行き方を説明する

ことで、単純なドリルではなく本物のコミュニケ

ーション活動となった。 

第1回 「自己紹介と道案内」 

My name is… / Please call me…/  
Nice to meet you./  Go straight / Turn right 
Where do you want to go? 
第2回 「祭り」 

My favorite festival is in (January). It is 
called… We can enjoy A, B, and C. I think this 
festival is (exciting) 
第3回「伝統的な遊び」 

 Can you play…? /  Yes, I can./ No, I can’t 
First,.. Next,… Then,.. Finally… 
第4回「日本のお土産」 

 I’m looking for… / How about…? 
 How much is it?  / It’s (about) …yen._ 
第5回「観光地紹介」学習した表現のまとめ 

 We recommend (a sightseeing spot) for several 
reasons. First,… Second,… Finally,… 
 

 

 

 

 

 

 

講師との会話

を楽しむ     

 初級講座では効果的な日本語使用が求められた。

初回に、“Japanese please!”や“Please speak 

slowly!”と発言する受講者もいたが、この受講者

の手元のノートには「困ったときに言う言葉」と

してこれらの表現が大きく書かれており、その真

摯な態度には胸を打たれた。単に英語を日本語訳

するのではなく、例えば前出のADACHI CITY 

Newsletterの中で花火大会を扱った英文に、 

“The full impact of about 12,000 fireworks 

erupting within 1 hour will fascinate you.” 

「（直訳）1時間に12,000発の花火が「爆発する」

様子は見るものを引き付けるであろう。」とあるが、

日本人にとっては夜空に「（花のように）開く花火」

との言葉と背景文化の違いを説明すると、受講者

からは納得の声があがった。 

足立区との連携が小中学校の教科としての英語

支援だけにとどまらず区民全体に拡大されたこと

は、大学という高等教育機関が担うべき地域貢献

のひとつの形であり、今後の継続が強く望まれる

ところであろう。 

 最後に教材作成から講座の進行までをリードし

てくれたハヤシ教授，ロード准教授のコメントを

記す。 

 

This English class met over five Sundays 
from 10 a.m. to 12 p.m. Forty students 
representing a range of ages from high 
school student through the elderly. All 
students were residents of Adachi Ward and 
all of them came to class with great 
enthusiasm to learn and study English. The 
class utilized the Tokyo Metropolitan Board 
of Education Textbook Welcome to Tokyo to 
determine the themes for each class. 
Students practiced talking about festivals, 
giving directions, introducing traditional 
games, going shopping, and presenting on a 
sightseeing place. Each class was lively as 
students gave the teachers their full 
attention and worked hard in each activity. 

         (Patrizia Hayashi, Tyson Rode) 

      （担当 百瀬美帆） 
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1 はじめに 

東京都では、外部人材等を活用した「校内寺子屋」

事業を都立高等学校で実施し、義務教育段階 の基礎

学力の定着が十分ではない生徒に対し、学び直し学

習や自習を支援している。東京都立葛西南高等学校

での「校内寺子屋」事業は、2016年度より開始され

ており、本学の教職課程履修生が主となり外部講師

として英語の補習授業を支援した。 

 

2 実施の様子 

寺子屋は、放課後に英語（主に文法）の基礎力が

身についていない生徒を中心に補習授業という形で

行われた。高校1年生対象クラスは火曜日と木曜日に

曜日を変えて2クラスで行われ、2年生は木曜日に1

クラスで行われた。補習授業では、講師として本学

の学生が1人ではなく、2人によるTT（Team Teaching）

で行った。基本的には1人が授業の進行役を、もう1

人は補助役として務めた。 

昨年度と違

う点は、受講

対象クラスが

昨年の1クラ

スから今年度

は3クラスに

増加したこと

と、授業では「学トレ」という教材を使用した点、

そして、夏休み中の夏期講習も実施した点であった。 

 

3 実施してみての気づきと感想 

・私は、英語が苦手な生徒が寺子屋に来ているため、

その生徒が納得するまでしっかりと説明をしたりし

ました。大変だったのは、やはり生徒の立場になる

ということでした。生徒は英語が苦手で英語に対す

るイメージはどちらかというとポジティブなイメー

ジではありませんでした。私とは英語に対するイメ

ージが反対のためにどのように指導をしようか非常

に悩みました。このような経験ができたことはとて

も良かったと思います。        （小関） 

・授業では、はじめにテストを行い全員が満点とれ

るまで毎回行うようにし基礎を定着させるようにし

ました。机間指導の際も、少しでも生徒がやる気や

英語に対する抵抗感をなくすためによく褒めるよう

に心がけるようにしま

した。この経験で生徒

への動機付けの工夫が

重要になってくると改

めて実感でき、今後に

も活かしていきたいと

思いました。              （善志） 

・寺子屋事業で学んだことは、生徒の立場に立って

問題を一緒に解いていくことの大切さや内容をわか

りやすく丁寧に生徒に伝えることの難しさです。実

際に生徒と触れあい、コミュニケーションをとるこ

とができたのはとてもいい経験となりました。（大野） 

・褒めたら褒めた分やる気になって課題に取り組ん

でくれる生徒が多く、どんなに小さなことでも褒め

東京都立葛西南高等学校「校内寺子屋」支援 
期間 第1学年火曜日クラス：平成29年6月６日～平成30年2月13日（9カ月間） 合計19回 

第1学年木曜日クラス：平成29年6月８日～平成30年2月15日（9カ月間） 合計19回 

   第２学年クラス      ：平成29年６月８日～平成30年３月15日（10カ月間） 合計28回 

   第3学年クラス      ：平成29年7月21日～平成29年7月31日           合計7回 

 

講師担当者：川嶋千明＊、大野浩輝＊、小関聖人＊、：星野健人＊、善志瑞歩＊、上川哲＊、 

久木田愛莉＊、富塚虎太＊、松井理恵＊、小林崇晃＊、桑田郁＊ 白石隆信＊、 

山下茉穂＊、渡辺幹太＊  （＊外国語学部英米語学科） 

（3）東京都教育委員会施策「校内寺子屋」支援
期　間　第1学年火曜日クラス：平成29年 6月 6日〜平成30年 2月13日（ 9カ月間）　合計19回 
　　　　第1学年木曜日クラス：平成29年 6月 8日〜平成30年 2月15日（ 9カ月間）　合計19回 
　　　　第2学年クラス   　    ：平成29年 6月 8日〜平成30年 3月15日（10カ月間）  合計28回 
　　　　第3学年クラス   　    ：平成29年 7月21日〜平成29年 7月31日　　　　　　 合計  7回

講師担当者： 川嶋千明＊、大野浩輝＊、小関聖翔＊、星野健人＊、善志瑞歩＊、上川哲＊、
　　　　　　 久木田愛莉＊、富塚虎太＊、松井理恵＊、小林崇晃＊、桑田郁＊　白石隆信＊、
　　　　　　 山下茉穂＊、渡辺幹太＊

発　表　者： 大野浩輝＊、小関聖翔＊（＊外国語学部英米語学科）

4. 活動報告
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て伸ばす事が大切なのだと実感しました。授業の最

終日に一人の生徒から手紙をいただきました。部活

で忙しい合間を縫って書いてくれた事が嬉しかった

です。ボラン

ティアを通し

て、生徒のた

めに、生徒目

線になって英

語を指導しな

ければならないという考え方に変わりました。（川嶋） 

・初めは教え方に戸惑いましたが、平叙文から過去

の文、疑問文、副詞を伴う疑問文へと構造のプロセ

スを並べてあげると、すぐに理解を示してくれまし

た。授業後に生徒と雑談をしていた際、彼らは本当

は英語にとても興味があると分かった事が一番嬉し

かったです。今後の指導で「英語は難しい」という

偏見を崩してあげたいと強く感じました。  （星野） 

・嬉しかった事は、生徒が前回に教えたことを覚え

ててくれて分かるようになっていた事です。また、

最初のころと比べると英語ができるようになってく

れたことも嬉しかったです。大変だった事は生徒1

人1人で理解のスピードや進み方が違っていたので、

生徒1人1人を見ながら教えることが大変でした。ま

た、英語を分かりやすく教えることも大変でした。 

（山下） 

・生徒からの質問に答えることができた時や生徒が

理解してくれた時はとても嬉しく、教員になりたい

という思いがさらに強まりました。   （桑田） 

 

4 学校の感想 

 （1）「校内寺子屋へのご支援を得て」 

本校では、英語に苦手意識をもっている生徒を対

象に、放課後の学力向上講習「校内寺子屋」を開講

しており、講師として明海大学から十三名の学生の

皆様にお越しいただいております。 

 通常の授業で分からなかったこと、質問しにくか

ったことでも、校内寺子屋では年齢の近い大学生の

先生に質問がしやすく、基礎から分かりやすく教え

てもらえることが、生徒たちが前向きに参加する原

動力になっております。 

 今後も熱意溢れる明海大学の学生の皆様からの

ご支援をいただけますことを、切に願っております。 

（東京都立葛西南高等学校 校長 坂本純一 先生） 

 （2）生徒感想 

 私は、今回寺子屋という講習会に参加しました。

そこでは、英語を苦手とする人のために、明海大学

で英語を学ぶ学生の方々が基礎からご指導してくだ

さいました。寺子屋では授業で理解できなかったと

ころも1から教えていただき英語の力が身について

きました。その結果、中間考査、期末考査と点数が

上がり私は、寺子屋の講習に参加できて良かったと

感謝しています。寺子屋は、英語の基礎を作り勉強

をサポートしてくれました。この講習で学んだこと

をこれからも生かし頑張っていきたいと思います。 

（1年生受講者） 

 私は、中学

校の時英語が

苦手でした。

高校に入学し

てからの英語

の授業につい

ていけるかと

ても不安でした。しかし、寺子屋の講習に参加する

ようになって、苦手意識が薄らいできました。寺子

屋では、基礎的な問題を主に学習しています。分か

らないところを質問すると、先生が細かく丁寧に教

えてくださり理解することができました。分からな

いことが分かるようになると嬉しいし、勉強が楽し

く思えるようになりました。また、寺子屋の学習は、

授業やテストにも大変役に立っています。今後も自

分の学力向上と自分の夢を実現させるために頑張っ

て行きたいと思います。     （1年生受講者） 

 

5 今後の課題 

昨年から行った寺子屋事業は今年はより実りの多

いものであったようだ。今後は、連携校である葛西

南高校と連携をさらに深めながら、課題を明確化し

て、よりニーズにこたえられるように対応していき

たい。 
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1 はじめに 

 明海大学と浦安市教育委員会は2017年3月21日に

「小中学校における英語・外国語活動に関する支援」を

掲げて連携協定を締結し、この連携事業の先陣を切る

ものとして次の2点を目的としてこの講座が開催され

た。 

（1）地域連携協定を結ぶ浦安市の教員に対して、小学

校英語教育に関する指導技法等を含む最新情報を

提供すること。 

（2）参加者同士の問題共有と指導指針を共有する契 

機を提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

    浦安市細田教育長挨拶 

2 日程 

（1）開会行事   

① 主催者挨拶  

浦安市教育委員会 教育長 細田 玲子  

明海大学        副学長 高野 敬三 

② 講師紹介 

（2）全体研修 

① 英語で自己紹介 

② クラスルームイングリッシュを使った活動 

（3）校種別模擬授業  

（4）全体協議 

（5）閉会行事 

3 実施内容 

（1）全体研修  

－英語で自己紹介・ 

クラスルーム・イングリッシュ体験― 

① パートナーを入れ替え繰り返し自己紹介活動を

行った。初めは不安そうだった参加者も、“I like 

cakes.”など身近な話題について簡単な英語で

話すうちに笑顔が溢れるようになった。 

② 実際に教室で活用できる話す順番決めの工夫と

して、「話し終えたらふわふわボールを投げ、受

け取った人が次の話し手になる」という活動を経

験した。教師から指名されて話すのではなく、児

童生徒同士が楽しみながら発話のきっかけを作

ることができることが大切である。 

③ 小学生に対して使用する英語は単語レベルで構

わないので、教師が英語で話す楽しさを体現で

きるようにすることが重要であり、教師の笑顔が生

徒に伝播することを参加者は体験した。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦安市小学校教員研修 
実施概要 日 時 2017年8月29日（火） 午前10時から12時 

     場 所 明海大学浦安キャンパス 2331講義室 2332講義室 

      参加者 浦安市立小学校教員 17名  中学校教員 4名 

          浦安市市議会議員 １名 ALT派遣会社社員１名  

浦安市教育委員会関係者 

      講 師 明海大学地域学校教育センター 教授 大庭 裕  准教授 百瀬 美帆 

 

 

自己紹介 

ふわふわ 

ボール 

4. 活動報告

（4）浦安市小学校教員英語指導研修会
実施概要　日　時　2017年8月29日（火）　午前10時から12時 
　　　　　場　所　明海大学浦安キャンパス　2331講義室 2332講義室 
　　　　　参加者　浦安市立小学校教員　17名　　　　中学校教員　4名 
　　　　　　　　　浦安市市議会議員　　  1名　ALT派遣会社社員　1名 
　　　　　　　　　浦安市教育委員会関係者
発 表 者　百瀬美帆（教職課程センター　准教授）　
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（2）校種別研修 

① 小学校 When is your birthday? 

・小学校外国語活動で多くの学校で扱われている、 

“When is your birthday?”の問いに対して、ただ自分

の誕生月と日にちを英語で言うだけでなく、グループ

内で誕生日順に並ぶというタスクを加える。そうすると

質問 “When is your birthday?”と答え（例） “January 

ten.”を繰り返さなければならない必然性を活動に与

えることができ、単に復唱して自分の誕生日を覚える

よりもはるかに楽しく効果的に英語を話せるようになる。

参加者全員小学生の気持ちで活動に臨み、課題達

成の喜びを自ら体験した。 

 

 

 

    

 

 

 

 

小学校の先生方 

② 中学校 「映像を活用したリテリングの指導」 

 ・デジタル教科書＊に収められている実写映像を利

用し、生徒から引き出した知識や情報を教師がファ

シリテーターとして生徒を手助けし、映像を言葉で

説明する手法を紹介した。 

  ＊光村図書 Columbus I を使用した。2017年度浦

安市採択教科書（三省堂 NEW CROWN）とは

異なる。 

 

 

 

   

 

 

 

 

中学校の先生方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体協議も楽しく 

4 参加者アンケート結果（一部） 回答数 22 

（小中学校教員21＋教育センター職員1） 

問1. 本講座の内容について 

1. 大変勉強になった           90 % 

2. 勉強になった             10 % 

3. あまり勉強にならなかった        0 % 

問2. 本講座は、これからの授業実践で活用できそう

ですか 

1. 大いに活用できる               86 % 

2. 活用できる                      14 % 

3. 活用しずらい                     0 %  

問4. 「オールイングリッシュの授業」について感じたこ

とを記入してください。 

 英単語と中学程度の基本文の大切さがわかった。 

（小学校教頭） 

 自分が知っている語彙が少ないので、単語でもよ

いから覚えて使っていきたいと思いました。 

（小学校教諭） 

 できる限りオールイングリッシュでやってみようと

思いました。              （小学校教諭） 

 英語が苦手でも、簡単な単語でわかるように伝え

ればよいとわかり、安心しました。 （小学校教諭） 

 「あいまいさに耐える力」という言葉に納得しまし

た。この力は、これからの社会（グローバル化 etc.）

に大切と思います。          （小学校教諭） 

 なぜ必要なのかが、よく分かりました。（中学教諭） 

 新出文型や文法事項の説明は日本語を用いるこ

とになると思うが、更にクラスルームイングリッシュ

等の浸透を図っていきたい。 

（教育研究センター員） 

（担当 百瀬美帆） 
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写真１ 翻訳した原稿 

 

1．はじめに 

 近年、外国からの移住者の増加等を背景に、日 

本語指導を必要とする児童・生徒が増えている。 

それに伴い、日本語の理解に困難を抱える保護者 

と学校とのコミュニケーションの問題及び連携の 

必要性が注目されている。浦安市も例外ではなく、 

小中学校に多国籍の児童・生徒が在籍し、中でも 

圧倒的に在籍者数が多いのは、中国語を母国語と 

する児童生徒である。 

 本活動は、浦安市教育委員会と明海大学の連携 

協定締結に基づき、当初から委員会より要望のあ 

った、中国語を母国語とする保護者への支援とし 

て開始した。具体的には、モデル校である市立北 

部小学校の保護者向け配布物（夏休みの生活に関 

する注意事項）を、中国語学科で通訳を学ぶ学生 

を中心として、分担作業で中国語に翻訳し、浦安 

市教育委員会を通じて同小学校の中国語話者のい 

る家庭に配布してもらうというものである。 

 この活動により、小学校と保護者の連絡を円滑 

にする効果が期待できるほか、学生にとっても、 

大学で学んだ中国語を地域社会のために生かし、 

同時に、通訳の基礎となる翻訳スキルを磨く貴重 

な経験を得ることができる。 

 

2．実施の様子 

（1）実施準備 

6月下旬に、コーディネーターを介した打ち合 

わせを行った。その結果、浦安市教育委員会はモ 

デル校を北部小学校に選定した。また、中国語学 

科では翻訳活動の統括を現役通訳者である教員に 

 

依頼し、翻訳の正確性を保証するため、作成した 

翻訳物は教員の指導と校正を経て、提出すること 

とした。さらに、課外活動による学生への負担を 

考慮し、本活動は、大学入学前から一定の中国語 

力を有する既習者対象の授業、及び中国人留学生 

と日本人学生が共同で通訳を専門的に学ぶ授業の 

中で、課題の一つとして取り組むこととした。 

（2）実施して、わかったこと 

7月半ば、教育委員会から7件の翻訳依頼を受 

け、4つの授業で学生17名を動員し、分担して 

中国語への翻訳を行った。その結果、ある程度の 

分量に対応できることが確認された。しかし校正 

を一人で担当する教員の負担は相当なものであり、 

十分な修正時間がなく、学生へのフィードバック 

も疎かになれば、持続的な活動による翻訳技術の 

向上にもつながらないため、コーディネーターは 

教育委員会と相談の末、案件を1件に削減するこ 

とを決定した。これにより、精度の高い翻訳文を 

完成させ、7月24日、無事提出することができた。 

 

浦安市立小学校中国語翻訳支援 ―北部小学校の保護者向け文書翻訳―

 

実施時期  2017年7月13日～7月24日 

コーディネーター  小川唯（中国語学科講師）、神崎龍志（中国語学科准教授） 

実施学生  翁小婷*、佐々木珽宇*、島田美佳*、徐卓**、官珊珊***  

*中国語学科2年生  **日本語学科3年生  ***英米語学科4年生

 

（5）浦安市立小学校中国語翻訳支援 
実施時期　2017 年 7 月 13 日〜 7 月 24 日
コーディネーター　小川唯（中国語学科講師）、神崎龍志（中国語学科准教授）

実施学生　翁小婷＊、佐々木珽宇＊、島田美佳＊、徐卓＊＊、官珊珊＊＊＊ 

　　　　　　　　　（＊中国語学科2年生　＊＊日本語学科3年生　＊＊＊英米語学科4年生）

4. 活動報告
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写真２ 通訳を学ぶ学生と指導教員 

 教育委員会からの伝言によれば、小学校の保護 

者の方々がこの中国語翻訳をした配布物を大変喜 

んでおられたとのことであった。 

 

3．実施校からの感想 

 

夏休みのしおりを翻訳していただけるというお話

は、大変ありがたいことでした。本校に在籍してい

る中国籍のほとんどが、両親がまったく日本語をつ

かう環境にないので、連絡等でお手上げ状態になっ

ているのが現状です。 

 担任のスマホの翻訳機能で対応しようとしてい

るのですが、なかなかうまく機能していません。 

 今後、長期休業のお手紙だけでなく、宿泊学習の

際の、保護者説明会資料のようなものに手を広げて

いただけると大変助かります。 

（北部小学校 教頭 高橋弘一先生） 

 

4．参加学生・教員の感想 

(1)中国語学科学生 

●通訳と異なり、翻訳は相手の手元に残るので、訳

す際に特別な緊張感があり、難しく感じた。 

●中国語会話は得意だと思っていたが、今回は書き

言葉をたくさん勉強し、自分の足りない部分に気

がついた。 

●小学校まで中国にいたことがあるが、プリントを

配布する習慣がないので、それに対応する中国語

表現を新たに考え出す必要があった。 

●今後の勉強のために、翻訳文にどのような反応が

あったのか知りたい。 

 

(2)日本語学科・英米語学科の中国人留学生 

●カタカナや慣用句の意味が分からず、苦労した。 

●書いてある内容を中国語にしたとき、命令口調に

せず、保護者の方々に好印象で伝わるように表現

を工夫した。 

●日本の学校の雰囲気を知れて、楽しかった。細や

かなお知らせから、先生方の親切さを感じた。 

●またこのような機会があれば、ぜひ参加したい。 

 

 

(3)指導教員           （神崎龍志） 

通訳の授業ではニュース原稿を用いることが多い

ので、全く異なる形式の文書の翻訳は意義深い。「な

ぜそのことを知らせる必要があるのか」という背景

も考慮しないと、伝わる訳文にならないので、日本

の文化や習慣を再認識できるだろう。また中国語

中・上級者にとって、地域貢献という明確な目的は

勉強のモチベーションアップになる。 

学生は各人、日本語の読解力と中国語の表現力の

レベルの差が大きいため、教員による校正、語彙の

統一が必要であるが、1 週間で納期では時間が足り

ない。1 週目の授業で原稿配布、翻訳分担、訳文作

成、2 週目の授業で教員が添削して返却した訳文を

学生が練り直して完成、3 週目に教員が最終校正を

して入稿くらいの余裕を持ったサイクルができると、

学生の学習効率も上がり、将来的には、より早い入

稿が可能になると思われる。 

  

5．今後の課題 

この活動は始まったばかりであり、試行錯誤の 

段階にある。しかし当事者からは、すでに地域社 

会と学生双方に有益だと確信する声が寄せられて 

いる。 

今後の課題は、①翻訳の依頼時期により多くの 

時間的余裕を設けること、②授業における効率的 

な作業サイクルと校正体制を確立することであろ 

う。これらにより、支援の範囲を拡充し、経験を 

積み、大学の学びを地域社会へ還元して、浦安市 

の国際化を支える次世代の育成につなげたい。 
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1ｐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 美浜南小学校での補完的学習補助の概要 

 昨年度に続き、外国語学部日本語学科の学生が美

浜南小学校での学期末の補完的学習活動に参加した。

参加したのは、「さわやかスクール」（7月12日・13

日・14日）では16人、「ほかほかスクール」（12月15

日・18日・19日・20日）では14人の学生（2年、3年、

4年）である。 

 

2 褒める事と考えさせる事  

 冬の「ほかほかスクール」では、「褒め方」、「考

えさせる」の2点を課題として臨んだ。大学での事前

学習で、学生の多くは自分のコミュニケーション力

に課題があると感じている事がわかった。また、教

育法の授業の中で、生徒に考えさせることが難しい

と感じる学生も多かった。そこで、コミュニケーシ

ョンと一つとして「褒める」ことを意識してやって

みようと考えた。資質ではなく努力の過程を褒める

ということ、また、どうすれば考えさせる事が出来

るかを話し合い、これらを意識してボランティアに

臨んだ。 

第一に「褒め方」について述べる。まず、「ほかほ

かスクール」で、勉強に対する苦手意識を抱いてい

る児童が多いと感じた。そのようなケースでは褒め

ることがモチベーションの向上に繋がるという知識

を教職の授業を通して持っていたため、ある学生は

児童が問題を正解するたびに褒めていた。ところが

学生が目を離すと、児童は勉強に飽きてしまいおし

ゃべりを始めてしまった。モチベーションを向上さ

せるための行動だったのにもかかわらず、実際には

正解に対して褒めることが児童の自発的に学ぶ意欲

を低下させてしまったということである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ褒めたのに自発的に学ぶ意欲を損なう結果にな

ったのか。その日の活動を振り返っている時に、こ

の学生は、自分が児童の学習過程（マスタリー目標）

ではなく、正解した結果（パフォーマンス目標）を

褒めていたことに気が付いた。結果的に正解が出せ

るという資質を褒めていたのである。 

そこで、正解をただ褒める「逃げの褒め」ではな

く、児童の気持ちを聞き出し、共感的理解を心掛け、

その児童がアクションを起こしたことについて褒め

ることにした。資質ではなく、取り組む態度を褒め

たのである。すると、学生がほかの児童の対応をし

ていても、児童は自ら学習に取り組むようになった。

この学生は、児童の自発的に学ぶ意欲を引きだすこ

とに、部分的であるが成功したと感じた。 

 では、なぜ、結果すなわち資質ではなく過程を褒

める必要があるのか。私たちはディスカッションを

通して考えた。その中で、結果を褒めることで児童

の目的が褒められることになってしまうという意見

が出た。褒めてもらうために学習に取り組むのは、

自ら学習するというよりは人に学習をさせられてい

ると言える。これでは、学習に取り組む活力が褒め

てもらうという報酬を得るためとなり、外発的な動

機になってしまう。つまり自分の内面から湧き出る

やる気、内発的な動機ではなくなってしまう。そし

浦安市立美浜南小学校での補完的学習支援 
     

    報告 稲石 励 栗原 廉 杉原 康太 岡部 智華（外国語学部日本語学科）

（6）浦安市立美浜南小学校での補完的学習支援
報　告　 稲石 励　栗原 廉　杉原 康太　岡部 智華（外国語学部日本語学科）

4. 活動報告
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て、外発的な動機は、内発的な動機に比べ持続する

時間が短い。例えば、地下深くから湧き出る温泉の

ようなやる気が内発的な動機で、高温を保つために

加熱するタイプの風呂が外発的な動機であるといえ

る。風呂は熱を加えるのをやめてしまうと温度が下

がってしまう。それに対し、温泉は地下から自然に

熱が湧き出るため冷めることがない。この違いが外

発的動機よりも内発的動機の方がやる気を持続させ

ることができる理由であると考える。 

 このように、活動を始めたころは褒めることだけ

を考えていたが、徐々に学びの動機付けまで観点を

広げ、気づきを得ることができた。 

 第二に「考えさせる事」について述べる。 

 学生の採点が機械的なものになってしまうこと

があった。問題を解いた児童は、学生が採点してい

る間、関心を持たなくなりつまらなそうに見えた。

これは、採点が「作業」となってしまい、採点の行

為が意味を持たなくなってしまったとその学生は考

えた。そこで、どうすれば「作業」ではなくなるか

を考えた結果、児童自身に採点をさせた。 

 すると、ただ合っている、間違っているというだ

けではなく、間違っている問題はどこが間違ってい

るのか、自分の解き方は本当に合っていたのかとい

うことまで児童は自分で考え始めた。これにより採

点に学習の意味を持たせられたと学生は感じた。 

 学習はただ手を動かすものではない。児童自身が

しっかりと学習をする意味を考えていくことが必要

で、支援者はそれに手を貸すことだという事である。  

 ボランティアに行く前には、私たちは児童に正解

させることが一番だと考えて臨んだ。しかし、ボラ

ンティアを行ううちに、それは先ほどの採点と同じ

「作業」になってしまうと気づいた。本当に大切な

のは、問題を解く上で答えにたどり着くまでの過程

であり、その過程を児童が考え、理解する事である。 

 さらに、自分で問題を考えたことで達成感も得ら

れる。達成感を得ることで次の問題に取り組もうと

いう意欲につながり、それが一人の児童から周りの

児童にも伝わり、教室の環境や全体の空気が良くな

ったという例も報告された。 

 今回の「ほかほかスクール」では、課題とした2

点について、多くの気づきを得ることができた。事

後活動を通して、私たちはそこに共通点を発見した。

出来事や場面は様々であったが、いわゆる「広い視

野」をもてた時に、新しいアイディアが浮かび、問

題の解決に繋げることができた。ここでいう「広い

視野」とは、周りをよく見ることだけではない。自

分自身の発言や行為や考えを客観的に俯瞰的に見て

いくものでもある。つまり「広い視野」を持つとい

うことは、「メタ認知」を働かせることでもある。 

  今回の活動を通して児童からは多くのことを逆

に教わった。今後も様々な活動を通して「メタ認知」

的な力をより深め、一回り大きくなり、来年また美

浜南小学校の児童たちと会いたいと考えている。 

3 美浜南小学校の先生のご感想 

 「わぁ、また来てくれた。よろしくお願いします。」

「1学期よりも計算が正確になっているね。」子ども

と学生との間に、そんな言葉が聞こえてきました。

長期の休業前の短縮日課に行なっている補修授業も

2年目を迎え、学生ボランティアの担当をなるべく同

じ学年、クラスの担当としたことで生まれてきた会

話です。本事業を長く続けることで培えてきた安心

と信頼が、揺るぎないものになってきた証と大変嬉

しく思っています。 

（浦安市立美浜南小学校校長 江黒友美先生） 

参考文献 

キャロル・S・ドゥエック(2016) 『マインドセット

「やればできる! 」の研究』 草思社 
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4. 活動報告

1 はじめに 

 明海大学は、2016年2月の理事会において教職課

程センター及び地域学校教育センターの設立を認め、

2016年4月高野敬三教授が両センター長に任命され

てスタートした。その2年目となるのが2017年度であ

る。センター機能をさらに発揮充実するために人員

も増えた。 

 各活動に関しては、本予稿集に詳しいが、ここで

は各センターの活動全体を俯瞰することとする。 

2 教職課程センター 

2−1教職課程センターの活動 

 従来本学では教員養成は2年生からのスタートで

あった。しかし、2017年度より日本語学科・英米語

学科の教職科目として「教職基礎セミナー（国語・

英語）Ⅰ・Ⅱ」を設定し、1年生からの教員養成が可

能になった。これによって4年間の継続的な育成が始

まった。 

 また、今年度の大きなニュースは、教員採用試験

の合格者の大きな伸びであった。 

千葉県 中学校国語1（日本語学科1） 

      中学校英語2（卒業生2） 

        小学校1（卒業生1） 

埼玉県 高等学校英語1（大学院博士前期課程1） 

東京都 中高等学校英語1（英米語学科1） 

 合計6名の合格者を出せたが、これはひとえに夢

を抱いて日々努力をしてくれた学生諸君の真摯さと

教職講座等へ支援を後押ししてくれた明海大学執行

部の姿勢の賜物であると考える。私どもスタッフも

この結果に慢心することなく今後も熱く学生を支え

ていく。それがセンターの使命であると認識してい

る。 

 この一年の活動を以下に記す。 

4月 ちば！教職たまごプロジェクト壮行会 

自治体別教員採用模擬試験 

第3回教員採用模擬試験 

教職講座（敎育原理・敎育法規）開始 

教員採用論文講座開始 

5月 オープンキャンパス ブース初開設 

教職教養講座（時事通信社）開始 

4年生教育実習開始 

6月 面接指導講座開始 

教職履修者全員相談月間 

7月 教員採用試験受験者激励会 

8月 教職ガイダンス（東京アカデミー） 

教員免許更新講習 

各都県2次対策面接 

教員採用2次実技（英語）指導 

9月 学部各学科教職科目履修ガイダンス 

千葉県教師未来塾申請 

10月 教員採用試験傾向分析会（東京アカデミー） 

11月 3年生対象スタート模擬試験 

    東京都教育委員会訪問研修会（2・3年生） 

12月 千葉県教育委員会教員採用選考説明会 

     第1回FD研修会「日本の伝統文化を知り国 

     際人へ」 シテ方観世流九世 橋岡久太郎先生 

1月 第1回全国教職採用模擬試験 

     第2回FD研修会「言葉に息を吹き込もう」  

                           朗読家 青谷優子先生 

   小学校教員免許取得説明会 

     東京都教育委員会教員採用選考説明会 

2月 教職原理・教職教養等教職講座開始 

   国語・英語教科支援講座開始 

     英語教授法合宿 

     第2回全国教職採用模擬試験 

3月 教職勉強合宿 

自治体別全国教職採用模擬試験 

２０１７年教職課程・地域学校教育両センターの歩み  

文責 外国語学部 教授 大池 公紀  

（7）2017 年教職課程・地域学校教育両センターの歩み
文　責　外国語学部　教授　大池　公紀　　　
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   新年度教職ガイダンス 

2−2 今後の課題 

 明海大学教職課程センターは、今後も生徒の多様

な問題に対処できる指導力を強く育成していく。将

来的には中堅ベテランとなったの本学卒業生教員の

研修とフォローアップを実施できるセンターであり

たいと願い、今後そのプログラムの提案を図ってい

く。更に2019年の教職コアカリキュラム改訂に対応

できる体力を確保するために、学内の改革は進行中

である。 

 

3 地域学校教育センター 

3−1 地域学校教育センターの活動 

 開設以来、地域学校教育センターの「連携」「貢

献」の姿勢は不変である。今年度は、都立高校連携、

地域貢献に加えて足立区との教育連携が具合化され

た一年であった。5月から区立中学校支援が始動し、

11月には足立区立西新井小学校の児童を迎え「明海

大学あけみ英語村」を開催した。多くのマスコミ・

教育関連雑誌にも取り上げられ、今後大学教育がど

のように小学校英語教育を支援していくかの一つの

モデルを提示するができた大きな意味を持つ企画と

なった。その他にも、その連携を通して地域に貢献

できることを学生にも体感させることができた。 

 この一年の活動を以下に記す。 

4月 第1回足立区連携協議会 

第1回都立高校4校連携協議会 

都立飛鳥高校日本語教育支援開始 

5月 足立区立連携中学校訪問開始 

6月 足立区連携協議会事務局会 

     都立竹台高校教員研修会 

    都立飛鳥高校教員研修会 

     都立葛西南高校構内寺小屋支援開始 

7月 浦安市立小学校中国語翻訳支援 

都立南葛飾高校教員研修会 

浦安市立美浜南小学校学習支援開始 

都立田柄高校交流会実施 

8月 都立南葛飾高校日本語教育支援 

浦安市敎育ボランティア打合 

浦安市小学校教員英語指導研修会 

9月  足立区立第五中学校交流会 

10月 浦安市教育委員会連携事務局会 

第2回都立高校4校連携協議会 

     都立田柄高校教員研修会 

11月 明海大学あけみ英語村開催（足立区立西新 

   井小学校児童） 

      足立区民生涯学習講座（日本語）開始 

      足立区民生涯学習講座（英語初級）開始 

     足立区民生涯学習講座 

        （おもてなしブラッシュアップ講座）開始 

      第2回足立区連携協議会 

12月 第1回都立高校中国語・日本語通訳コンテスト 

      都立南葛飾高校交流会 

      浦安市立美浜南小学校学習支援 

1月  都立南葛飾高校教員研修会 

2月  足立区竹の塚中学校・西保木間小学校交流会 

足立区入谷南中学校交流会 

      2018明海大学「大学と地域連携の未来」シン

ポジウム 

3月  第3回足立区連携協議会 

    第3回都立高校4校連携協議会 

3−2 今後の課題 

  都立高校支援からスタートした本センターの活

動もその幅を広げてきた2年間であった。その充実ぶ

りは、本予稿集をご覧にいただくとお分かりいただ

ける。今後は、2019年度の教職コアカリキュラム改

訂を踏まえて、これまで以上に地域との連携を深め、

例えば小学校との連携および支援活動等を充実させ

ていくことが急務である。 

  それぞれのセンター機能の発揮という面ではま

だまだ道半ばではあるが、今後も広く地域等と連携

し、日々貢献できる且つ進化する明海大学であるこ

とを示していきたい。 

  

 なお、教職課程センターおよび地域学校教育セン

ターは、その活動を周知する目的でニューズレター

を発行している。2017年度は、2018年3月までに10

号を発行する予定である。本予稿集には、12月まで

の8号の表面を掲示する。 

（文責 大池 公紀） 
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2017年第1号（2017.5） 

2017年第2号（2017.6） 

2017年第3号（2017.7） 

2017年第4号（2017.9） 

4. 活動報告

（8）ニューズレター No.1 〜 8 号（表面）
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2017年第5号（2017.9） 

2017年第6号（2017.10） 

2017年第7号（2017.11） 

2017年第8号（2017.12） 
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飛鳥高等学校　日本語指導支援
【全日制課程】
・卒業生
青島　絵里
・大学院　応用言語学研究科
範　弘宇（D2）　　／高柳　奈月（M2）
曽我　直之（M1）
・日本語学科
倉田　裕太（4 年）／栗林　倫也（4 年）
楊　煕東（4 年）　 ／小池　智也（3 年）
富田　遼太郎（3 年）／中尾　稜（3 年）
荷見　美有（3 年）／枝常　姫香（2 年）
前田　愛美（2 年）／三浦　月（2 年）

【定時制課程】
・大学院　応用言語学研究科
高柳　奈月（M2）／藤井　稔也（M2）
・日本語学科
角田　未来（4 年）／楊　煕東（4 年）
大原　慎之介（3 年）／金子　美里（3 年）
富田　遼太郎（3 年）／中尾　稜（3 年）
荷見　美有（3 年）

竹台高等学校　日本語指導支援
・大学院　応用言語学研究科
高柳　奈月（M2）
・日本語学科
岩谷　瑠莉（3 年）／岡部　智華（3 年）
栗原　廉（3 年）　 ／竹内　明莉（3 年）
富田　遼太郎（3 年）／野宮　奨勝（3 年）
荷見　美有（3 年）

南葛飾高校　日本語指導支援
・卒業生
青島　絵里／甲斐　智恵子
大崎　功
・大学院　応用言語学研究科
範　弘宇（D2）　　／高柳　奈月（M2）

・日本語学科
亀井　照太（4 年）／倉田　裕太（4 年）
栗林　倫也（4 年）
シンスントーンポーン　ポンサコーン（4 年）
チュアワンカム　ティーティーポーン（4 年）
村山　将和（4 年）／楊　煕東（4 年）
岩谷　瑠莉（3 年）／大原　慎之介（3 年）
岡部　智華（3 年）／鈴木　瞭太（3 年）
富田　遼太郎（3 年）／中尾　稜（3 年）
荷見　美有（3 年）／升谷　理紅（3 年）

田柄高校　留学生交流会
・日本語学科
ユーリッチ　トミスラヴ（4 年）
ジョ　タク（3 年）／リン　ハクビン（3 年）
バルセギャン　ジェニク（2 年）
・英米語学科
ヨウ　メイ（4 年）
・経済学科
チョウ　コウコク（2 年）／リュウ　エイコウ（1 年）
・不動産学科
ユー　ジェ（2 年）／ダイ　ショウリュウ（1 年）
シュ　レイロウ（1 年）
・HT学科
チャンドラワティ　ニコレッタ（2 年）
ライ　サントス（2 年）／ケーシ　ナミータ（2 年）
ワン　カイウン（2 年）
・別科
ジョー　レイ

南葛飾高校　交流会
・日本語学科
小倉　拓人（4 年）／亀井　照太（4 年）
倉田　裕太（4 年）／田中　裕也（4 年）
仲田　彩生（4 年）／栗林　倫也（4 年）
グエン　ティ　イエン（2 年）
ホアン　ティ　フォン（2 年）
枝常　姫香（2 年）／前田　愛美（2 年）

5. 連携事業参加学生一覧
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校内寺子屋　葛西南高校
・科目等履修生
川嶋　千明
・英米語学科
大野　浩輝（4 年）／小関　聖翔（4 年）
星野　健人（4 年）／善志　瑞歩（4 年）
上川　哲（3 年）　 ／久木田　愛莉（3 年）
富塚　虎太（3 年）／松井　理恵（3 年）
桑田　郁（2 年）　 ／小林　崇晃（2 年）
白石　隆信（2 年）／山下　茉穂（2 年）
渡辺　幹太（2 年）

浦安市立小学校中国語翻訳支援
・日本語学科
徐　卓（3 年）
・英米語学科
官　珊珊（4 年）
・中国語学科
翁　小婷（2 年）　 ／佐々木　珽宇（2 年）
島田　美佳（2 年）

浦安市立美浜南小学校
・日本語学科
栗林　倫也（4 年）／小倉　拓人（4 年）
倉田　裕太（4 年）／前田　航大（3 年）
櫻井　勝成（3 年）／小池　智也（3 年）
遠藤　風貴（3 年）／稲石　励（3 年）
岡部　智華（3 年）／川村　友了（3 年）
杉原　康太（3 年）／栗原　廉（3 年）
鈴木　瞭太（3 年）／山川　真子（3 年）
瀧本　隆誠（2 年）／佐藤　里奈（2 年）
和田　涼太（2 年）／山野辺　優喜（2 年）
宮里　拓夢（2 年）／茂呂　俊祐（2 年）
寺尾　凱晟（2 年）

あけみ英語村
・大学院　応用言語学研究科
タパ　ビカッシュ（M1）
青木　孝徳
・科目等履修生
福田　実央

・日本語学科
ヌル　ファズィラ（3 年）／リン　ハクビン（3 年）
エリヤ　シャフィカ（3 年）／ガ　ショウホウ（3 年）
チョウ　レイカ（3 年）／オウ　ギョウフ（2 年）
キム　ジョンヒョン（2 年）
グエン　ティ　イエン（2 年）
コ　ギョウクン（2 年）／シュウ　セイ（2 年）
シン　ビンセツ（2 年）／ソウ　トヨヒコ（2 年）
ダオー　ティ　ジャン（2 年）
チェン　ペェイン（2 年）
チン　ラン（2 年）／トウ　イ（2 年）
トウ　イーフン（2 年）／ド　トロン　フォン（2 年）
バルセギャン　ジェニク（2 年）
ライ　イホウ（2 年）／ホアン　ティ　フォン（2 年）
リ　エイ（2 年）／リ　ゲイコウ（2 年）
リュウ　キン（2 年）／リュウ　シケツ（2 年）
リュウ　ナイキク（2 年）／リュウ　レイ（2 年）
ルー　ジャニー（2 年）／チン　カテキ（1 年）
トウ　ブンリョウ（1 年）／ユ　ショウケツ（1 年）
ショウ　テンコウ（1 年）／コウ　シンキ（1 年）
リン　シカン（1 年）／コウ　カブン（1 年）
コウ　アンゼ（1 年）／オウ　シンコウ（1 年）
ゴ　ダイエイ（1 年）／ショウ　セイクン（1 年）
・英米語学科
ダオ　ハイ　タン（3 年）／ナカノ　ルイ（3 年）
グェン　ティ　トゥイ（2 年）
スベディ　クル　プラサド（2 年）
パク　ヒョン　ジュン（2 年）
ブイ　ファム　ズイ　ソン（2 年）
井上　拓弥（4 年）／大塚　桃加（4 年）
大野　浩輝（4 年）／香取　小太郎（4 年）
小関　聖翔（4 年）／野田　美優（4 年）
星野　健人（4 年）／山本　紗和（4 年
善志　瑞歩（4 年）／内山　葉月（3 年）
小川　隼斗（3 年）／小野　勝春（3 年）
佐々木　健（3 年）／篠原　百合香（3 年）
富塚　虎太（3 年）／脇山　清美（3 年）
鈴木　海優（3 年）／秋森　紋華（2 年）
有賀　瀬菜（2 年）／池田　義友（2 年）
太田　理沙（2 年）／狩谷　亜美（2 年）
桑田　郁（2 年）　 ／佐藤　みゆき（2 年）
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山下　茉穂（2 年）／渡辺　幹太（2 年）
金子　駿太（1 年）／信太　明日華（1 年）
白井　萌（1 年）　 ／中村　陸（1 年）
錦織　由佳（1 年）／平原　豪（1 年）
本間　大地（1 年）／山崎　隼弥（1 年）
寺内　朋之（1 年）／藤田　裕也（1 年）
大澤　愛子（1 年）／大塚　愛香（1 年）
・経済学科
ソウ　コウ（3 年）／チョウ　ショウロ（3 年）
チョウ　ロヨウ（3 年）／チン　レイケン（3 年）
リン　メイホウ（3 年）
グェン　ティ　フィー（2 年）
グェン　ティ　ミン　フォン（2 年）
ダン　フォウン　リン（2 年）
ドアン　ハイ　クイン　アイン（2 年）
マ　シュンキ（2 年）／カトリ　ウルミラ（1 年）
グェン　ティ　トゥン　ラム（1 年）
グエン　ティ　マイ（1 年）
セルジオ　シャヒニ（1 年）
ファン　ティ　トゥ　トゥイ（1 年）
ラマ　サラダ（1 年）
チャン　ティ　トー（1 年）
・不動産学科
イ　ラク（3 年）
・HT学科
コウ　シカ（4 年）
チャンドラワティ　ニコレッタ（2 年）
ミール・メヘック（2 年）
ヤップ　ティ　フーン（2 年）
ライ　サビナ（2 年）／ライ　サントス（2 年）
ワン　カイ　ウン（2 年）
ケーシ　ナミータ（2 年）
アフザル　モーメナ（1 年）／ホン　ヨフン（1 年）
・研究生
ホルフ　イルホム

第五中学校　留学生交流会
・大学院　応用言語学研究科
ジョー　タルボット（D3）
・日本語学科
ユーリッチ　トミスラヴ（4 年）

・英米語学科
パティラジェ　チャーマニー（3 年）
ディヌーシ　ウィハーラ　ラットナーヤカ（3 年）
スベディ　クル　プラサド（2 年）
・経済学科
カトリ　ウルミラ（1 年）
セルジオ　シャヒーニ（1 年）
ソウ　シンジュ（1 年）／ラマ　サラダ（1 年）
モウ　キョク　フウ（1 年）
・HT学科
チャンドラワティ　ニコレッタ（2 年）
ライ　サビナ（2 年）／ライ　サントス（2 年）
ケーシー　ナミータ（2 年）／ホン　ヨフン（1 年）
・別科
ジョー　レイ

足立区民対象生涯学習講座（日本語）
・卒業生
青島　絵里
・大学院　応用言語学研究科
範　弘宇（D2）　　／ポ　ミャオ（D1）
土屋　真一（M2）
・日本語学科
楊　煕東（4 年）　 ／荷見　美有（3 年）
ド　トロン　フォン（2 年）
トウ　イーフン（2 年）
・英米語学科
スベディ　クル　プラサド（2 年）
・経済学科
ロカ　チャンドラ　ビア（2 年）
・研究生
アリモバ　ディルショダ

足立区民対象生涯学習講座（英語）
・大学院応用言語学研究科　英米語学科
青木　孝徳
・英米語学科
小関　聖翔（4 年）／中村　亮太 (4 年）
金子　駿太（1 年）／錦織　由佳 (1 年）
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